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VI　自然保護，環境保全に対する提案

　　Vorschl装ge　fUr　Na加r・経nd　Umweltschlltz　der　Prafektur雪oyama

　自然の保護，環境の保全が究極的には，そこに住む住民の生きものの一員としての持続的な生

存環境の保証と，さらに人間固有の文化を創造，発展させるための精神活動の潜在基盤をまもる

ためである以上，時代や時の流行を超越してすべての計1面・施策に先行されなければならない。

　したがって，経済開発や地域開発が，一般に現在の住民の機能的便利さや欲求を充足させるた

めに動いているのに対して，自然や環境の保護・保全：は，現在は多少の我慢を強要されても，時

間と共によりよい，より間違いの少い全：住民の生存環境が確保されるよう，明日のための行政で

あり，努力である。

　以下に提案される各問題は富山県が，他の諸県が持ちあわせていない，富山県固有の豊かな自

然環境，県民の自然遺産ともいうべき自然資源を残しながら，県土の自然環境保全の枠内での，

よりよい県土の利用，必要に応じて都市，産業，交通施設の整備，自然利用について行われるべ

き諸計画の基盤についての生命サイド，生態学的観点からの，基本的な処方箋とも書えよう。

1．　富山県の自然利用の現状

　　Heuもiger　Zus毛and　der　Natum“tzung　in　der　Pr銭fekturτoyama

　第二次大戦後の我が国の地域開発，国土開発は全国的に急速に，しかも自然環境や立地の質ま

でも変えるほど大規模に行われてきた。とくに東京湾，伊勢湾，大阪湾および瀬戸内海沿岸では，

広域的には人間の生存環境を破壊し，直接生命にまで深刻な影響を与えぱじめているところも少

くない。

　反面，古墳など，数々の歴史的遺跡からも明らかなように古くから人が定住してきた富山県は

長い時間をかけて比較的健全に自然と人間の共存関係を前提に発展してきた。

　富山湾に面した半円状の低地から丘陵地，前1」」的な山地，さらに海抜1500～3000mの高山に続

く山麓地，亜高山，東部および南部の県境付近に連なる高山へと日本列島の縮図ともいうべき富

山県は，もっとも自然の多様性にめぐまれている。

　前史時代から長い時間をかけて，試行錯誤をくり返しながらも，富山県土の海，山，川，低地，

丘陵，山地，そして高山の自然環境や土地的条件に応じた間違いの少い，自然との共存を経験的

に前提とした自然利用が行われてきた。しかも，人間の干渉に敏感な，あるいは一度破壊したら

復元の困難な水際，急斜面，尾根部などには，自然に対する：畏怖心，宗教的な通り意識を前提と

していたとしても，できるだけ自然植生を残してきている。あるいは積極的に植栽し，復元して

いる。
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Phot．123立山温泉より浄土山，鬼岳，獅子岳を望む。急峻な山地斜面は土砂崩壊

　　　　　が続き，裸地が目立つ。一方で砂防堰堤の建設が進められている。

　　Aussicht　von　der　warmen　Quelle　Tateyama　auf　den　Berg　Jodo（2850　m），　Onidake

und　Shishidake．　Auf　den　steilen　Hangen　vernichten　Bergst荘rze　immer　wieder　die　nat岨一

ichen　Walder．

　D　海岸沿い低地，沖積地（ヤブツバキクラス域）

　現存植生図（別離，1－4，縮尺1：50000）で明かなように富山湾を抱くように西の氷見市

から広屋敷に至る海岸線沿いに広大な沖積低地がひろがっている。さらに庄川，小矢部川，神通

川，常願寺川，早月川，片貝川，黒部川，小川など南部縁懸地帯を源流とする大小の河川沿いに

内陸部にむかって放射状に沖積低地が入りこんでいる。これら海岸，河川沿いの沖積地やその周

辺部の地形のなだらかな地区は新潟平野と共に日本海難の穀倉地帯ともいわれるほど広域的に水

田地帯がひろがっている。．

　かつては洪水時に冠水する危険性のあった沖積地帯の中の自然堤防あとを利用したり，土盛り

して帯状または長方形の散村形態の集落が形成されてきた。冬季の季節風のきびしい，積雪の多

い気候条件に対応する経験的な対た；策として，住宅や農作業地のまわりにはスギ，ケヤキを主と

する見事な屋敷林が形成されている。田園景観としても今日なお，広大な水田地帯の中の屋敷林

に囲まれた散村形態の理想像としては庄川中流部の砺波平野があげられる。しかし，単に庄川沿

いだけでなく神通川，常願寺川沿いなど富山県下の全水田地帯に広く見られ，太平洋岸側と比較

して，もっとも見事な土地利用形態を示している。単にこれら杉木立ちの散村形態を示している

だけでなく，水田地帯として利用されてきた低地，沖積地での安定した生活環境との調和を保っ

てきたことを示している。
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　新しい産業立地化や近代の都市化が進むにしたがって，神通川沿いの富山市，小矢部川と庄川

の間の高岡市，さらには砺波市，魚津市などに見られるように，散村形態の家並みが集落化し，

スギ木立などの屋敷林は伐採されて家屋が密集して現在の市街地，住宅地区，工場，港湾地区を

形成している（現存植生図1，2の凡例6！，63の灰色の坐り部分を参照）。

　富山湾沿いのかつての砂丘植生のコウボウムギ群団の各群落やクロマツの帯状に発達していた

後砂丘地帯（氷見から新潟県境の境川まで）は，今日では，ほとんど港湾，人工造成地，集落に

変えられている。とくに各河川の河口部を中心に氷見，新湊，滑川，魚津および，その周辺部は

住宅，工場，港，人工堤防，造成地に変化させられている。

　わずかに県北東部県境付近の宮崎，入善さらに常願寺川，神通川，および神通川から氷見市ま

での海岸線沿いにも不連続に部分的には小面積でコウボウムギ群団やクロマツ植林が見られる。

すなわち海岸沿いの潜在自然植生の判定が可能な程度には残存しているが，かつて帯状に汀線か

ら後背砂丘のクロマツ林まで形成された海岸砂丘植生はほとんど消失している。

　しかし氷見から石川県境の灘浦海岸にかけての汀線沿いの斜面や小断崖沿いには，部分的にマ

サキートベラ群集，イノデータブ群集およびヤブコウジースダジイ群集が残存している。

　2）　丘陵地，低山地（ヤブツバキクラス域）

　海抜50～450m付近までの扇状地，丘陵地，低山地および一部山麓地を含む富山湾沿いの沖積

低地などの地形域では，一般に疎放的な土地利用が長い間行われてきた。神通川を隔てた富山市

の呉羽丘陵県立公園周辺のように庄川との間の沖積地に爾から北に舌状にのびている丘陵部など

の台地上や緩斜面は乾燥しやすい河川敷の一部と共にカラスビシャクーニシキソウ群集に代表さ

れる畑地として耕作されている。また野地，乾湿の差のはげしい扇状地の上部，尾根部，急斜面

部には一部ヤマッッジーアカマッ群集の自然植生を含めたアカマツ植林が旧地状に点在している。

　また・1・矢部川の形成した沖積地に沿った石川県境までの西砺波郡付近の海抜200mまでの丘陵，

低山地帯は庄川などの各河川沿いの沖積地を除いてスギ，ヒノキ植林が散在している。同様に滑

川市，魚津市，黒部市の後背低山地，山麓部にあたる中新川郡から下新川郡の海抜！00～400mの

地域でも斑紋状にスギ・ヒノキ植林が密に散在している。

　このことは呉羽丘陵地区が地下水位の低い乾燥地であるためアカマツの植林や一部残存自然林

も見られるものと考えられる。他方スギ・ヒノキ植林の密度の高い東西尚丘陵地の大部分は常願

寺川や黒部川の支流域などに見られるように地表は礫層でも伏流水があったり，地下水位の高い

立地が多い。このような立地上には入善町の一部にも残存しているスギの自生地でも明らかなよ

うに呉羽丘陵地などの乾燥しやすい立地にくらべて本来スギ（いわゆるサワスギ）の生育に適し

ているためと考えられる。

　また県北西部の稲葉山（海抜347m）は森林伐採後醐もない状態でクマイチゴ群落が見られ

た。さらに稲葉山周辺部からその北側に位置する大坂峠付近に至る低山地では現在ススキ群落に
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占められている森林，植林伐採地が集団的に見られる。これら現存植生がススキ群落に占められ

ている地区の大部分には現在ヒノキまたはスギの幼苗が植えられている。

　一方おなじススキ群落でも小矢部川，庄川，神通川，常願寺川および，その支流沿いの堤防や

濫川原に帯状に発達している三分は，冠水の回数が多い立地のヨシ群団，オギーヨシ群団，カワ

ラバハコーヨモギ群団に接した自然ないし半自然草原と書える。

　潜在自然植生が海岸沿いのヤブコウジースダジイ群集，イノデータブ群集，内陸部のヒメアオ

キーウラジロガシ群集などの常緑広葉樹林を主としたやブッバキクラス域のもっとも一般的な代

償植生は，いわゆる雑木林と呼ばれているサイコクミッバッッジーコナラ群落である。現存植生

図でも明らかなように富山県下のヤブッバキクラス域の丘陵，低山地部の全域が，あたかも生地

のように凡例のサイコクミツバッツジーコナラ群落で占められている。

　関東地方の丘陵部など太平洋側のクヌギーコナラ群集にも対応されるべきサイコクミツバッツ

ジーコナラ群落はスギ・ヒノキ植林，アカマツ植林，畑地，ススキ草地などを除いて台地，丘陵地を

広く被っている。サイコクミツバッッジーコナラ群落は10～15年に1回薪炭林として定期的に伐

採するという一定の人為的条件とつりあって存続している，もっとも安定した持続群落といえる。

　3）　山地，山岳中腹部（ブナクラス域）

　海抜500～！500m付近までの潜在自然植生が夏緑広葉樹林のブナクラス域は富山県の南部から

南東部にかけて帯状の広い範囲を占めている。比較的土壌の厚い立地条件にめぐまれた安定した

扇状地，緩斜面や斜面下部には．ヒメアオキーブナ群集が部分的に発達している。その他の大部

分の山地部はマルバマンサクーブナ群集で広く占められている。

　漢谷沿いには部分的ではあるがジュウモンジシダーサワグルミ群集，チャボガヤーケヤキ群集，

キタコブシーハンノキ群落，オノエヤナギ群団などが見られる。尾根部や黒部峡谷沿いなどの急

斜面ではアカミノイヌッゲークμべ群集もブナクラスの上限付近で見られる。

　ブナクラス域のひかくてき傾斜のゆるやかな河川沿いの台地上，山麓部では，代償植生が大部

分を占めるオオバクロモジーミズナラ群落が広い範囲を占めている。とくに海抜700～800m以下

のヤブツバキクラス域との接線付近の山地，山足部ではサイコクミツバツツジーコナラ群落に接

して，下目バクロモジーミズナラ群落域が広く見られる。比較的里山に近く，かつて薪炭林とく

に木炭用として定期的な伐採に対応して存続している安定した半自然生植生といえる。

　山地帯のブナクラス域では，ヤブッバキクラス域にくらべて土地利用形態はきわめて粗放的で

ある。スギ・ヒノキの植林は下限付近にかぎられている。カラマツ植林の面積はさらにせまい。

　この理由としては地形の急峻さ，施行の困難さが主な原因であったろうことに植林が漢谷沿い

近くや，かつての林道（登山道）沿いなどに多いことからもわかる。一方，木炭にしての搬出は

相当の山地，奥地でも行われていたことは，代償植生のオオバクロモジーミズナラ群落域がきわ

めて広範囲，奥地まで拡大していることからもわかる。
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　森林を伐採して間もない時期に数年間繁茂する伐採地低木群落のクマイチゴータラノキ群落の

生育しているところが植生図でも読みとれるほど各地に見られる。この事実は最近の10～20年間

に林道の整備やチェンソー，索道など奥地林の伐採，搬出技術の発達と共にブナ林域の皆伐地が

増加していることを示している。

　4）　亜高山帯（コケモモートウヒクラス域）

　海抜1500～2500m前後の亜高山帯は太平洋側では，一般に亜高山性針葉樹のシラビソ，オオシ

ラビソを主としたシラビソーオオジラビソ（上）群集に占められているはずである。しかし，日本

海側に面した富山県下の亜高山帯ではシラビソーオオシラビソ林を欠くか，一般にその発達は貧

弱である。反面，ミヤマハソノキーダケカンバ群団，ウラジ二二ウラクーミヤマナラ群団に所属

する亜高山性の一般に震生な夏緑広葉樹林が，いわゆる偽高山帯を形成している。

　また立由の弥陀ケ原や新潟県境沿いの北又谷上流付近にはヌマガヤーミズゴケ群団，イワイチ

ョウ群団などの中間湿原や雪田性群落も見られる。漢谷沿いなどの雪崩時に崩壊しやすい立地で

は，高茎広葉草本植物群落のシナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団が樹枝状にのびている。ま

た風衝尾根部ではウラジロヨウラクーミヤマナラ群団の各群落が叢生低木林を形成している。

　：立山道路沿いの美女平周辺のブナクラスと亜高山性針葉樹林帯との境界付近では，タテヤマス

ギとも呼ばれる裏日本系のスギの自然林に近い樹林も見られる。

　亜高山帯の土地利用は，一部森林伐採，カラマツ植林などの林業的な利用以外には土地利用形

態は，きわめて粗放的である。ただ最近の観光道路，施設の急増や観光客による植生利用がふえ

てきている。その結果，過利用により，しばしば樹林破壊，自然破壊，環境汚染まで憂えられる

現状にある。

　5）　高山帯（コマクサーイワツメクサクラス域　一部コケモモートウヒクラスを含む）

　富山県の屋根とも呼ばれるべき海抜2600m以上の高山帯は新潟県，長野県，岐阜県に接した県

の東南部に集中している。地形が細く錯綜し，それに対応して各種高山植生が縮尺1：50000の

現存植生図には表現が困難なほど細く，重りあう様に複合配列している。

　立山の雄山神社などに代表されるように，人の近寄り難いような大自然をあがめた山岳宗教に

代表されるような日本人の奥深く根付き，生きつづけてきた自然観にもとづいて，むしろ畏敬の

念，恐れの心により我が国の高山は比較的最近まで，産業的な利用紺策としてはあまり考えられ

なかった。

　またヨーロッパアルプス，ピレネー山脈，さらにヒマラヤなど世界各地の山岳，高山が高山帯

まで羊，山羊，ヤク，牛，馬などの放牧によって完全に荒野化しているのに対して，持続的な出

地放牧のほとんど行われなかった我が国の山岳，高山は，むしろ世界に残された山岳聖地とも称

されるほど自然度の高い状態で残されてきた。
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　最近の都市や産業立地への人口の過集中は，必然的に都市部の緑地を失わせた。そして都市生

活者の多くは，残された緑豊かな日本の自然の聖域へと殺到している。これら自然観光欲求の都

窪生活者の増加に対応して地方公共団体や関連企業によって亜高率，高山帯の，かつての自然の

聖域への観光道路，スパー林道の建設，各種観光施設づくりが行われている。

　それに対応して観光客の大量登山による，長い間まったく予想されなかったような新しいタイ

プの高山，亜高山の利用が行われている。全属的にも有名な県下の観光登山の黄金道路は富山市

と長野県の大町市を結ぶ立山道路さらに美女平から弥陀ケ原，室堂までの山岳自動車道路，また

黒部第四ダムを経て大町トンネルに至る立山トンネル，リフトおよび，旅館，ホテルなどの付属

施設があげられる。

　ついで有峰ダム沿いの有峰林道，黒部峡谷沿いの黒部市からけやき平に登る富山地方鉄道本線，

黒部峡谷鉄道など観光的にも広く利用されている。

　観光開発による富山県土のもつ自然の秘境といえる高山帯の利用者の急増は，いおめる都市砂

漠，新産業立地砂漠に住む人たちに手軽に本物の自然に接し得る機会を開放した。反面，今まで

全く予期されなかった，我が国では1960年代まで，そのような言葉も使われなかった自然破壊の

大きな問題をなげかけはじめている。

　今や利用面だけを考えた地域開発，自然開発に対して，生態学的知見と植生学的を調査結果を基

礎に自然保護を前提とした間違いの少ない，持続的な自然の利用法を模索する時代に入ってきた。

2．　緑の保全と間違いの少い自然と人間の共存のあり方についての提案

　　Vorschl琶ge　f旋r　den　Schutz　der　Vegetatio烈臓nd　das　ideale　Zusammenleben

　　zwischen　der　Natur　und　dem　MeRschen

　今までの地域開発，自然開発の多くは，ややもすれば長期的展望下に時間をかけて明日のため

の自然利用を目指したものよりも，現在の経済的な豊かさ，地域住民の便利さ，よりめぐまれた

生活改善のために計面・実施される傾向が強かった。したがって，たとえ善意で行った地域開発，

自然開発，あるいは観光開発でも，その土地のもつ自然の許容能力や潜在力を超えたものは，局

地的には予期しなかったような自然破壊，植生消失，さらには台風その他による災害に対する抵

抗力を低下させ，人の生命にまで影響を与える危険性まで生じている。

　我々人間が持続的に健全な生活と，たえず新しい文化を創造する豊かな精神活動の潜在基盤を

保証し得る程度の自然の多様性，生物社会の多彩性を富山県土のすべての地域で十分維持するだ

けの努力が必要である。そして人間の生存環境の保証と残された本物の自然を，これからも聖域

としてまもり抜くことは現代に生きる人たちに課された歴史的な責任である。

　とくに，一度破壊すると，その復元に非常に長い時間を必要とする，人間の干渉にきわめて敏

感な高山，湿原，急斜面，水際線は保護，保全をすべての計画の前提とする。利用しなければな

らない際には，科学的，総合的な事前調査を十分行い，慎重に計画されなければならない。
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　一方，太平洋岸側に比較して一般に，いわゆる開発のおくれている富山県では過疎地域も多く，

このまますべての開発を停止し，自然利用を凍結するわけにはいかないだろう。むしろ，太平洋

岸側各都府県のかぎられた時間内での大規模集中投資，新技術の無批判な同時集中的導入，人口

の短期間における集中化によって生じた，いわゆる公害，自然破壊，環境汚染の不幸な失敗を前

車の轍として，間違いの少ない，時間と共により成果のあがる富山県方式ともいうべき自然と人

間の共存関係を計るべきであろう。

　基本的には海から高山，河川から湿漂，ダムまでの多様な富山県土の，人間の様々な干渉に対

する自然の許容限度を単にフィジカルな面だけでなく，生命サイドから十分に調べ，その結果を

行政の計画者，行政の責任老，さらに県民のすべての人たちが十分理解し，その地域，自然の固

有の許容能力の枠内での慎重な利用がのぞまれる。

　富山県では3ケ年間の総合的な現地植生調査，植生図化の調査研究を通して実施された膨大な

植生調査資料（Vegetationsaufnahme）と全域の現存植生図（縮尺！：50000）が作製された。我

が国でもまだ数少ない本格的な全県下の植生調査結果と植生図を基礎に，生態学的，植物社会学

的立場から，人間の持続的な生存と精神的活動の潜在基盤としての，その土地固有の郷土の緑の

保全と，その枠内での間違いの少ない自然と人間の共存のあり方について提案したい。

　まず，すべての行政，計画，企業の責任者をはじめ住民の1人1人まで含めた全県民が，意識

し，屋的をもち，やり方に際して，共通の理解にしておかなければならない基本的提案と，地域

別の具体的な提案について理解の便宜上，分けて以下に考察されている。

　1）　基本的提案

　（1）意識：対決から共存への意識の変革。

　人間活動が地球，日本列島，富山県，立山というような，それぞれの地域の自然の許容限界の

枠内でしか自然に影響を与えなかった時代の自然利用や開発は，人間サイド，経済の発展，現在

の生活の安易さだけ考えればよかった。今日では地域住民の要求に応じ，地域の繁栄のために計

画される自然利用や開発でも局地的には，とり返しのつかない自然破壊や植生砂漠化をもたらす

危険性が強い。

　したがって，最高条件を求めた自然利用は失敗し易い。新しい都市，産業立地でも，そこの住

民が持続的に健全に生きのびることができる程度の，生態学的な健全なシステムが存続する限度

以上に，人間の本質的な共存者一郷土の緑の植生一を残しておく。また復元が，自分の生涯

では不可能なような弱い自然は，開発とそれに伴う破壊を行わないで残すことが，新しい朋発，

自然利用の前提であることを理解する。

　（2）対象：自然の多様性に応じた対応。

　度々繰り返されても，言いすぎはないほど自然は多様である。したがって，人間の便利さ，効

率主義，経済主義だけからの，画一的な自然め利用や開発は，必ず人間の干渉に敏感な自然の部
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分で自然破壊をもたらす。

　したがって，自的とする対象の自然環境，植生，生物群集やその生地についての現場での具体

的，総合的な事前調査（assessment）を行う。我々が自然を対象とした生物的な生産や自然利

用，観光利用などを計画する場台には，どれほど新技術や莫大な経済投資を行っても，その立地

や空間が保有している固有の潜在能力以上の生産や過利用は持続的には不可能であるという自然

の秩序を知る。

　対象や対象域を十分に調べて，立地の許容能力以上の計画や，その実施は行わない。都市や産

業立地の開発に際しては，その立地の環境質や潜在自然植生を変化，消滅させるほどの自然破壊

や公害，汚染を出させない程度の生物社会の秩序の枠内で行う。また山地，高i目，湿原，河川，

海岸沿いなど，自然度の高いところでは，現存している自然や自然環境の保全を最大の前提とし

ての利用を計画する。

　（3）やり方：見よ，数えよ，そして測定せよ。

県土の保全，利用計画の前提として，まず知っておかなければならないことは環境質（quality

of　environment）と環境容量の問題である。我が国では工場，産業立地などにおける，いわゆる公

害源として重金属，有機塩素系物質などが焦眉の課題であった為に，環境容量が重視されてきた。

　現在各種の努力が行われているように物理化学的努力によって，量はある程度いわゆる技術に

よってコントロールが可能である。しかし，環境質は人間の生存にはもとより動植物すべての生

きものに対して100％ととのっていなければ，生物社会は持続的に生きのび，発展することは不

可能である。

　未知の要因も含めた国警の持続的な生存，健全な精神活動を保証する環境質は100％整ってい

なければならない。

　現在まだ未知の要因も含めて，そこに生活している個々の人間や動植物あるいぱ，その集団と

しての社会の持続的な生存，さらに発展を保証するあらゆる環境要因の総和としての環境質の把

握，測定は，生きものの側からのみ適確に捉えられる。その具体的な調査法の一つは植物社会学

的な現地調査を基礎とした植生図の作製である。

　日本の他の都道府県に先んじて，比較的早い時期に本格的な現地調査による植生調査，植生図

の作製された富山県下全域の現存植生図は，現在の環境質の具体的表現でもある。さらに潜在自

然植生図の作製により，県土の潜在環境質の測定も，これからの重要な研究課題ともなる。

　顕在的な環境質と人為的干渉とのかかわりあいを具体的に示した現存植生図を中心として，こ

れからの県界計画のあり方は，県行政の計画者，実施者が，現場主義に徹することである。まず現

場でよく見，触り，さらに必要に応じて現地の資料にもとずいた計算や灘定が行われるべきである。

　しかも，計画や実施の撫速時代は過ぎた。できるだけ憶病に，慎重に，ゆっくりやることがの

ぞまれる。とくに新しいもの一まったく新しい技術，手法，化学物質一の使用などには，慎

重で，用心深い態度でのぞむ。理想的には現存植生図で，古くから利用されてきた土地利用形態
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などで示されているように古くて新しい考えや手法を積極的に使いきることを前提とする。

　国土計画，県土計画，地域計画で，100％主義，全域をぬりつぶす方法から白地を残すやり方

に脱皮する。現在完壁の計画と自負されても，10年，20年経て新しい科学的な事実が，あるい

は，技術がでてきて，一部または大幅な計画の改訂又は，やりなおしが必要なとき，何時でも使

える程度の余地（白地）を都市都，海岸部のヤブッバキクラス域から高山，LL順付近のコケモモ

ートウヒクラス域，コマクサーイワッメクサクラス域まで残しておく必要がある。

　産業立地，都市づくりに際して，できるだけ生きた構築材料（Lebendiger　Baustoff）一植生

一を使いこむ。

　生きものを都市，交通施設，産業立地の中に使いこむためには生物社会の秩序について知って

おかなければならない。とくに植生などの生きている構築材料を使うためには時間がかかる。も

っとも確実で経済的な方法は現在の自然度の高い，あるいは一度破壊すると復元の困難な弱い植

生を残すことである。

　植生学的な現状診断図ともいうべき現存植生図を十分に県土計画，地域計画の基礎資料とす

る。基本的には現存している自然植生および自然毒の高い植生とその立地は破壊しないことが，

これからの計画の前提とならなければならない。

　（4）政策的基本理念：

　徳川300年の封建社会から，日本は明治維新を経て法律国家として急速に発展してきた。第二

次大戦後は経済国家として経済政策が中心として，戦後の復興，今日の発展をもたらした。今や

環境問題，資源間題，エネルギー問題が隙路となって，経済成長までが不安な今日的危機を克服

して将来にむかって，健全に我が国が，そして富山県が生きのび，確実に発展してゆくためには，

法律的，経済的アプローチだけでは不十分である。

　30数億年の生命の歴史を通して1度も破たんしなかった生物社会の発展の基本原理である生態

学的な生物社会の調和，自然（環境）と生物社会との共存関係，生態系として多様で安定したシ

ステム化を前提とした国土計画，県土計画，地域計画が進められなければならない。富山県の現

存植生図（1：50000）は，新しい生態学的な政策的基本理念をもとに富山県が間違い少く確実に

全県民の生存環境，残された自然の保護を前提として将来にむかって生きのび，さらに発展する

ための，はじめての現状診断図でありる。この現存植生図がすべての県政，県内での産業に関係

し，生活してゆく人たちに十分理解され，具体的に多面的に各分野で利用されることが強くのぞ

まれる。

　2）　地域的，植生域別提案

　（1）　ヤブッバキクラス域

　富山湾沿岸から海抜400m付近までの沖積低地，丘陵地は残存自然植生断面や代償植生，土地

利用形態とのかかわりあいなどから潜在自然植生がヤブッバキクラス域と判定される。海岸沿い
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には砂浜や小海岸砂丘沿いにオカヒジキ群団，コウボウムギ群団が細い帯状に配列していた。さ

らに現在クロマツが植林されている後砂丘上や氷見市から北西部の石川県境までのやや断崖上の

沿海部ではクロマツを高木層に伴ったマサキートベラ群集が生育していた。また斜面上部や土壌

の浅い海岸沿いの台地上などには，きわめて小面積でヤブコウジースダジイ群集が見られる。

　海岸後砂丘地から小矢部川，庄川，神通川，常願寺川，黒部川沿いなどの沖積低地を含めた低

地，扇状地，段丘下部は現在広く水田地帯（ウリカワーコナギ群集域）となっている。排水の良

い，しかし地下の水分条件にめぐまれているこの地域の広域的な潜在自然植生はイノデータブ群

集域と判定される。

　呉羽丘陵をはじめ砺波台地などの富山湾に平行した沖積低地に接して続く台地や丘陵地の斜面

や台地上はヒメアオキーウラジロガシ群集が潜在自然植生であることは残存植生から予想される。

河辺沿いの漢谷斜面などでは部分的にケンポナシーケヤキ群集，ヒメァオキーウラジロガシ群集，

シロダモーケヤキ群落などが見られる。

　以上のような潜在自然植生が常緑広葉樹林域である地域で積極的に自然保護，環境保全を推進

するためには，まず屋敷林，社寺林，斜面林，海岸植生，水辺植生さらには生垣に至るまで保護

する。とくに都市計画，産業立地，交通施設づくりに際しては，まず自然植生や自然度の高い植

臨
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生を残し，保全することからはじめる。

　すなわち，海岸沿いのマサキートベラ群集，河辺，平谷斜面沿いのケンポナシーケヤキ群集，

シロダモーケヤキ群落，さらに低地のイノデータブ群集，斜面，尾根部，台地上のヤブコウジー

スダジイ群集，ヒメアオキーウラジロガシ群集の林分は，たとえ現存植分は小面積でも，自然度

が低くてもできるだけ周辺部と共に広域的に確保，保全する。

　河辺沿いの冠水草原のヨシ群団，オギーヨシ群団，カワラバハコーヨモギ群団，河畔林のオノ

エヤナギ群鴎，湿地のキタコブシーハンノキ群落，海岸砂丘のコウボウムギ群団に属する各植物

群落単位の残存阿分，さらに自然度は低くても復元の困難で，時間のかかる海岸沿いクロマツ植

林などもできるだけ残すことが必要である。

　また海岸埋立地，河口，沖積低地，台地上などのヤブッバキクラス域での都市，産業施設，高

速道路，鉄道などの交通施設，さらに学校などの公共施設の中やまわりに，積極的に環境保全林，

環境保全緑地，都市公園，郷土の森，即下と住宅地の間に建設される境界環境保全林の形成など

に際しては常緑広葉樹の郷土種を下木として利用する。

　すなわち，海岸沿いでは，タブノキ，スダジイ，ヤブッバキ，ネズミモチなどを中心に種子や

ポット苗などの幼苗を密植し，時間と共に冬も緑の常緑広葉樹による多様な環境保全林を形成

し，生きている環境変化の警報装置であると同時に吸音，集挨，大気の浄化などの機能を四季を

通じて果す，本物の環境保全林の形成を促す。さらにこれらのシイ，タブ林の海岸沿いの周辺部

には塩風にも強いマサキ，トベラ，ヤブニッケイ，ピサカキなどのマサキートベラ群集構成種の

低木を密植する。

　飼様に富山市，高岡市，黒部市などを中心として結んだ低地粥；の潜在自然植生はイノデータブ

群集域が主である。現在では水田地帯の中に土盛りの高さ30～60cmに埋立ててつくられている

屋敷林形態の農家や集落が散在している。これらの屋敷林には防風林として，さらに必要に応じ

て用材に利用できるスギ，ケヤキが密植されている。また集落の中ではシラカシ，アラカシ，ア

カガシ，ウラジロガシ，スダジイ，タブノキなどが部分的に単木あるいは小林分的に列植されて

いるのも見受けられる。

　これら海岸や沖積低地を埋立てて形成する新産業立地，工場，学校，道路，住宅地などの中や

周辺部にもできるだけ，スダジイ，タブノキ，カシ類，ツバキ類，モチノキ，ピサカキ，ヒメア

オキ，エゾユズリハなどの常緑広葉樹を主木とする植栽が望まれる。冬季の季節風や積雪に耐え

るためには，いきなり高木の午下を行わないで，表層土を十分還元して，冷川を密植することが

必要である。また周辺部に防風もかねて常情低木のピサカキ，ネズミモチなどを帯状に密植する。

すなわち，播種または植栽時からできるだけ速かに森林気候（Waldklima）を形成させて，将来

管理費不用で時間と共に着実な環境保全林や保全緑地が形成されるように計画されるべきである。

　現在アカマツ林やサイコクミツバツツジーコナラ林が二次的に広く見られる呉羽丘陵，砺波台

地などでは，針葉樹のアカマツ，夏緑広葉樹のコナラの他に，必要に応じてさらに林床にヤブッ
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バキクラスの上限近くではあるが，生育可能な高木にまで生育するウラジロガシ，アカガシなど

の常緑広葉樹にヒメァオキ，エゾユズリハ，ヒメモチなどの日本海岸側に生育している常緑広葉

低木を混憎して，産業施設のまわりなどには，四季を通じて環境保全：機能を発揮できるliving

filterの形成に努力’することが好ましい。

　（2）　ブナクラス域

　海抜500～！500m前後の潜在自然植生が夏緑広葉樹のブナクラス域は，長い間比較的自然植生

に近い状態で残されていた。ブナクラス域の下部域や漢谷，河川沿いまたは緩斜面で，各種林業

的施策，管理，木材，木炭の搬出の容易なところは薪炭林あるいはスギ，ヒノキ，カラマツの植

林地に利用されてきた。しかし，大部分の地域は比較的最近まで自然植生に近い形で残されてき

た。高海抜地，奥地ではマルバマンサクーブナ群集，ヒメアオキーブナ群集がかなり広範11目に残

されている。また面積はせまいが尾根部，深い漢谷沿いの急斜面などの土壌の浅いきびしい立地

条件のところではアカミノイヌッゲークロベ群集，サイコクミッバッッジーッが群集が帯状に生

育している。河辺沿い，くぼ状地などの土壌の浅い湿性立地ではジュウモンジシダーサワグルミ

群集，ハルニレ群落などが生育していた。崩壊し易い尾根沿いの急斜面や風門地などの不安定な，

あるいはきびしい立地では落葉低木林のタニウツギ群団の各群集，高茎草原：のオオヨモギーオオ

イタドリ群団，タカネイバラーシモッケソウ群落，フジアザミーヤマホタルブクロ群集などが，

それぞれの立地条件に応じて生育している。

　今まで比較的自然状態で残されていたブナクラス域では，最近の林道，索道，チェンソーなど

の一連の森林伐採技術の大規模化，一般化によって今まで利用力下男な奥地までの林木利用を可

能にした。さらに昭和30年代からはじまったブナ林皆伐，針葉樹画一植林の我が国の林業政策の

転換は，木材需要の切迫と相可ってブナクラス域の残存自然林の急速な変貌を強要している。

　山地開発，木材生産も重要であるし，過疎地に生活している県民の生活にも関係する重要な課題

ではある。しかし，できるだけ画一的な自然林の皆伐は避けて，我が国でも自然度のきわめて高い

富山県土の将来にわたる郷土の遺産として保護しながら賢明な持続的，文化的利用がのぞまれる。

　ヒメアオキーブナ群集，マルバマンサクーブナ群集の林分のようなかって広域的に山地帯に生

育していた自然林を県土全域にわたって，できるだけきめ細く，各地で計画的に保全する。同時

に尾根部，急斜面，水辺，湿生地など一度自然林や自然植生を破壊すると復元の困難なアカミノ

イヌツゲークロベ群集，サイコクミツバツツジーツが群集さらにタニウツギ群団，フジァザミー

ヤマホタルブクロ群集，タカネイバラーシモッケソウ群落の立地とその自然植生は人為的干渉を

避けて保全するのが賢明である。

　（3）コケモモートウヒクラス域

　海抜1500～2500m前後のいわゆる亜高山帯は，シラビソ，オオシラビソを主とする亜高山針葉

樹林帯を形成するが，富山県下の大部分の亜高山帯のように日本海側では，シラビソーオオシラ

ビソ上群集の発達がきわめて貧弱である。反面，夏緑低木群落のミドリユキザサーダケカソバ群
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　Phot．125璽北アルプス鳶山と薬師岳の鞍部より針ノ木岳，黒部湖を望む。山頂およ

　　　　　　び尾根から谷にかけてコケモモーハイマッ群集，シラビソーオォシラビ

　　　　　　　ソ群集，ダケカンバ群集が発達している。

　BergHarinoki－dake（2821m）mltVaccinio－Pinetum　pumilae　aufdenR廿cken，

Abietum　veitchii．mariesiiund　Betuletum　erman1i　aufdenHangen．

　　　　Phot．126立山浄土山よりザラ峠と五色ケ原を望む。

Aussicht　vom　Berg　Jodo（2850　m）in　Tateyama　auf　das　Moor　Goshikigahara．
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団，風質地のウラジロヨウラクーミヤマナラ群団がかなり広範囲を占めており，いわゆる偽高山

帯植生を形成している。

　先駆植生として，河辺，斜面沿いの野地にはカラマツ群落も局地的に見られる。さらに濫乱す

る河辺沿のオオバヤナギードロノキ群集，高山崩壊地の高茎草本植物群落であるシナノキソバイ

ーミヤマキンポウゲ群団，湿原のヌマガヤーミズゴケ群団，イワイチョウ群団，ヌマガヤーミカ

ヅキグサ群団，ヌマガや群団などの湿性植生は一般に人間の干渉に敏感な弱い自然である。

　また，富士山北斜面の自動車道路スバルライン沿いのシラビソー口置シラビソ林の森林破壊の

実例からも明らかなように人間の干渉に敏感な，しかも低温，貧養などのきびしい立地条件下で

植生復元の困難な亜高山帯以高地の森林伐採あるいは山岳道路，観光施設の建設などの利用はで

きるだけ避けることが必要である。

　（4）コマクサーイワツメクサクラス域

　海抜2600m以上の気候的，土壌的，地形的に一面的できびしい不安定立地では，も早や森林の

成立は不可能である。土壌の動かない安定立地では種組成から群落単位を把握すると，植物社会

学的にはコケモモートウヒクラスに所属するコケモモーハイマツ群団の各群集が生育している。

　ハイマツ群落の成立も困難な不安定高比1帯，富山県から新潟県，岐皐県さらに長野県境沿いの

朝日岳2，415m，白馬岳2，933m，鹿島槍岳2，890m，杓子岳2，670m，針ノ三岳2，821m，蓮華岳

2，799m，三ツ俣蓮華岳2，841m，黒部五郎岳2，840mの一連の北アルプス連峰，さらに県内の立山連

峰（剣岳3，003m，大汝山3，015m）などやその周辺部では，日：本の高山植生の縮図ともいえるほど

各種の高山植物群落が，それぞれの地形，とくに微地形に応じて細かく配分されて発達している。

　すなわち，崩壊砂礫地草本植物群落のイワツメクサ群団，阿蘇河地草本植物群落と呼ばれるタ

カネスミレーヒメイワタデ群団，雲田底砂礫地草本群落のチシマクモマグサーミヤマタネッケバ

ナ群団，超塩基性岩礫地植物群落のクモマミミナグサーコバノッメクサ群団，雪田媛生低木群落

のアオノツガザクラ群団，風衝荒原のオヤマノエンドウ群団，岩礫地植物群落のイトイ群団，風

野牛生低木群落のミネズオウークPマメノキ群団などがあげられる。

　以上の高明荒原植生は何れも，きわめてきびしい立地条件と対応して，やっと生育している，

いわば氷期の遺存植物的な性格がつよい。したがって，繁殖力も低地の植物ほど強くない。一度

破壊すれば，その復元はきわめて困難であるばかりでなく，場所によっては不可能な場合すら考

えられる。

　したがって高山帯は，かって我々の祖先が立山の雄山神社の例のように宗教的な畏敬意識で残

し，保護してきた。これからは自然の聖域として，新しい時代に対応した自然保護の理念と，古

くて新しい本当の郷土愛護の心と，さらに科学的，生態学的基盤に立って十分に保護し，我々の

時代の最後の自然遺産として次代に受けつがれることが強くのぞまれる。
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お　　才）　り　　に　　SchluBwort

　日本海岸に面した海岸から海抜3000m以上の高山にまで達する日本各地の地形的，植生的縮図

とも書える富山県全域の現地踏査を基礎とした地域植生誌と現存植生図（縮尺1：50000）が，こ

こに完成された。富山湾を囲むように発達した富山県土は海岸沿いの富山平野を中心とする沖積

低地から呉羽丘陵，砺波台地に代表される丘陵，扇状地，さらに山地帯を経て北アルプスの屋根

といおれる立山連峰，飛騨山脈へとつながっている。

　富山県の多様な自然環境は，そのまま富山県固有の植生と，その地形，気候に応じた見事な配

分を示している。長い間富山県民の主な生活域は沖積低地の富山市，高岡市，さらに海岸沿いの

氷見，新湊，滑川，魚津に限られていた。また以上の各市を結ぶ低地と丘陵，台地，扇状地との

小矢部，砺波各市，さらに八尾田〕’，立山町，上市町，入善町，朝日町とその周辺に広がっていっ

た。

　長い時間をかけて，たくみに自然環境に順応し，その土地固有の潜在自然植生に対応した土地

利用形態は砺波の見事な散村形態やタテヤマスギで代表されるような固有の生活条件と産業形態

を発展させ，存続させてきた。最近の富山新港やその周辺の新産業立地形成，富山市はじめ低地

部の都市の発達，さらに新しい林業経営方式や観光開発は海岸部から山地，高山に至るまで自然

の変貌を急速に強要しはじめている。

　今回の富山全域の植生調査と現存植生図化によって，生命集団の側からの富山県土の新しい時

代に三山した息吹きと活動力が読みとれた。同時に，局地的には長い間存続してきた各地の自然

および半自然植生や自然環境の急速な変化をもたらしはじめていることが明らかになった。

　地域住民のよりよい生活環境，生活条件を向上させる為には産業の発展も，自然の開発も必要

である。しかし自然環境の許容限界を超えるような大規模で姓急な開発は予期せざる自然破壊，

公害をもたらす危険性が高いことは太平洋岸の東京湾，伊勢湾，大阪湾，瀬戸内海沿岸ですでに

不幸な数多くの結茱が示されている。

　富山県でまず自然環境保金のための植生学的研究を実施し，生命集団の側から上土の自然環境

を診断し，その枠の中での，間違いの少ない自然と人間の持続的な共存関係を樹立しようと本調

査が行われたと考えられる。また本調査，研究成果は富山県土の植生的自然の現代における貴重

な科学的Dokumentでもある。

　今回の全県土の調査結果から，雷山県にはまだ豊かな郷土の自然的遺産一自然度の高い植生

や景観一が各地に残されていることが明かになった。反面，沖積地や台地，扇状地，丘陵部，

低山地では厳密な意味での自然植生は今日では，もはやきわめてかぎられていることもわかっ

た。富山県下の低地，丘陵地，山麓部では，一定の人為的干渉と調和のとれた半自然生植生を主

とする田園景観一一半自然景観域一が県土の大部分を占めている。

　人間の干渉に敏感な，一度破壊すると復元に長い時間を必要とする自然度の高い植生や急斜面，
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尾根部，水ぎわの弱い自然や植生は残しながら，県下のそれぞれの地域の自然の多様性に応じ

た，明日の為の自然利用が，自然の許容限界の枠内で今日計画されることがつよくのぞまれる。

　また海岸沿い，河川沿いの沖積低地上に発達している都市や新産立地の中や，まわりには，そ

の立地の潜在自然植生の構成種またはそれぞれの立地の潜在自然植生が許容する代償植生の構成

種群による，時間をかけての積極的な緑豊かな環境創造が強くのぞまれる。

　富山県では，まだ比較的，全県下にわたって部分的には自然植生の断片が残されているので，

現存植生図からも，ある程度のその地方の潜在自然植生も読みとれる。しかし，さらに自然開発，

都市化，新産業立地が急増し，各地で本物の，管理費のかからない，時間と共にさらに多様な環境

保全機能を果たす環境保全緑地や保全林の形成が必要になるにしたがい，現状診断図としての現

存植生図に引き続いて，新しい緑の環境創造の処方箋の役割を果たす潜在自然植生図（potential

natural　vegetation　map，　Karte　der　pote無tiell　natUrichen　Vegetation）のξ鐸醐が強く望まれる。

　何れにしても，ここに日本海岸側ではじめて，現地のこまかい踏査と植生誌の研究を基礎とし

て全県下の本格的な現存植生図が作製されたことは，科学的には多雪地帯のこれからの生態学，

植物社会学はもとより隣接続科学の諸分野も含めた科学の発展に基本的な貢献が期待される。同

時に間違いの少い，自然環境の保全を前提とした県土の発展，全県民の健康的な生活環境の持続

的な維持にきわめて重要な役割を果たすものと考えられる。

　思えば1971年の3月のある日，皆川　博企画室次長（現知事公室長）がはるばるたずねてこら

れた。そして新しい，健全な県土の発展に不可欠な植生図の必要性を外国文献などから強調され，

中田幸吉富山県知事の先見性と英断によって本調査が開始されて，6年の歳月がすぎた。

　その間，富山県の大田　弘先生をはじめとする多くの方々にも御協力戴き，大調査団による3

年間のきびしい現地調査に半時の笹倉自然保護室長，関係各課長，係長をはじめ県当局のの皆様

の全面的な御協力によって，不十分ながら一応ここに成果もまとめることができた。．

　研究調査中からたえず強い御関心をもって，現存植生図および報告書の出版にいたるまで御援

助，御激励戴いた中田知事の科学的，生態学的基盤の上に県罠の生命と心をまもることをすべて

の県政の中心課題におかれている御見識に敬意を表し，御厚情に，ここに改めて心から御礼申上

げたい。

　現地調査に，論文のまとめに，植生図化に進んで御協力，御叱声を戴いた自然保護室の皆様，

とくに前国分和夫自然保護課長，中島金二郎自然保護課長，深沢庄司係長，大森昭四郎前自然保

護係長，自然保護課大田正諮氏はじめ御協力戴いた皆様にも厚く御礼申し上げたい。また地元か

ら協同研究に御参加戴き，色々と御指導戴いた大田　弘先生はじめ皆様にも謝意を表したい。

　本年が県民の自然の遺産をまもりながら，これからの富山県政の発展，さらにより着実な成果

を産みだすための緑の診断書として十分御利用戴けるよう重ねて御期待申し上げたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮　脇　　　昭）



261

摘 要Zusammenf＆ssung

　数年前から自然破壊，公害問題の個々の告発が我が国の情報社会で本格的に取り上げられ，一

般市民への理解も急速に高まった。今や人間の持続的な生命と心をまもる基盤としての環境問題

が関心の中心になった。しかし，環境問題は単に地球的観点からグローバルに現状を批判するだ

けでは不十分である。

　今後は，各国，各県や地域で，限られた空間の中で住民の持続的な生存環境，より素晴しい文

化を創造する潜在基盤として，地域固有の多様な自然環境を如何に保証し，失われているところ

では積極的に奪い返すかにある。そのためには，それぞれの国や地方，都道府県において，その

地域の人間の本質的な共存者である植生の実体と現状およびその配分を科学的，客観的に把握す

る必要がある。

　環境問題，自然保護の課題は今や，いわゆる総論から，より地道な研究や調査がものいう時代

に至っている。我々は富山県の依頼と全面的な御援助，御協力のもとに県下全域の現地踏査によ

る植生誌（Vegetationsmonographie）の作製と，その成果を基礎に全県土の植生図化を行ってき

た。県下各地の現地調査から得られた植生調査資料を，さらに日本各地の植生調査資料および今

まで発表された研究成果とも比較しながら広域的観点から富山県の植生と，植生を指標とする自

然環境や様々な人為的な活動との多彩なかかわり合いを総合的に考察する努力がなされた。

　1971年から！973年にかけて金域踏査による現地踏査が行われた。得られた資料は1600以上にも

および，これをもとにさらに群落表の組みかえ作業，植物群落単位の決定を経て植生図作製指針

がつくられた。現存植生図作製指針にしたがい縮尺1：50000の地形図に現存植生図が作製された。

富山県は海抜Omから30！5mにまでおよび，日本列島の植生の大部分を網羅している。したがっ

て，本植生図は日本列島とくに本州の植生の縮図ともいえる。縮尺！：50000の地形図で図化さ

れる植分は比較的かぎられる。富山県の現存植生図は自然植生44，代償植生！6，その他4の凡例

で描かれている。

　富山県下でみとめられた植物群落では日本全国の植生調査資料と比較検討の結果数群落が新群

集として，群集規定された。さらに新群集に相当する群落単位も得られたが，まだ他地域との比

較が必要とされるため群落として報告されている単位もある。今回示された群落単位はおよそ中

部圏の植生を代表するものと考えられる。今回の調査で判明した富山県下の現存植生の群落は以

下にまとめられている。

1．Camemetealapon1cae　MiyawakietOhba1963
　　ヤブッバキクラス

　　　Camellie£aliajaponicae　Odae毛Sumata1966
　　　ヤブツバキオーダー

　　　　Ardisio－Castanopslon　MiyawakietaL1971
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　　　　　　ヤブコウジースダジイ群団

　　　　　　　Polysticho－Machiletum　thunbergii　Suz．一Tok．etWada1949
　　　　　　　イ．ノデータブ群；集

　　　　　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldiiSuz．一ToketL肱chiya1591
　　　　　　　ヤブコウジー．スダジイ群集

　　　　　　　Euonymo－Pittosporetum　tobirae　Mlyawakietal．1971
　　　　　　　マサキヨ・ベラ群集

　　　　　Sakakieto－Cyclobalanopsion　SuganumaetSuz．一Tok．1965

　　　　　サカキーウラジロガシ群団

　　　　　　　Aucubo－Cyclobalanops重etu皿stenophyllae　Sasaki1958
　　　　　　　ヒメアオキーウラジロガシ群集

2。　Noch　nicht　bestimlnte　h6here　Einheiten

　　　上級単位未決定群落

　　　　　N20Zゴ彦5eα5αゼ6侃一Z6♂ゐ。τα58r7一α’α一Gesellschaft

　　　　　　シロダモーケヤキ群落

　　　　　Mαgフzoあαん06z‘∫var。わ。プθαZゴ5一／1♂ππ∫ブ砂。ア2記α一Gesellschaft

　　　　　キタコブシ．一ハンノキ群落

　　　　　α男）孟。ηzα’fαブ4ρoπf6α一GeseUschaft

　　　　　スギ群落（サワスギ群落）

3．Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964
　　　　　　　　フナクラス

　　　　Saso－Fagetaliacrenatae　Suz．一Tok，1966
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

　　　　ササーフナオーダー

　　　　　Saso－Fagion　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964
　　　　　チシマザサーブナ群団

　　　　　　　Aucubo－Fagetum　crenatae　Miyawakieta1，！968

　　　　　　　ヒメアオキーブナ群集

　　　　　　　Hamamelo－Fagetumcrenatae　Miyawakieta1．1968
　　　　　　　マルバマンサクーブナ群集

　　　Quercetahaserrato－grosseserratae　MiyawakietaL197！
　　　コナラーミズナラオーダー

　　　　Fraxino－Quercion　mongolicae－grosseserratae　Ohba1973
　　　　マルバアオダモーミズナラ群団

　　　　　Tripetaleia　paniculata－Carplnus　japonica－Ass．ass．Rov．
　　　　　ホツツジークマシデ群集

　　　　Carpinio－Quercion　serratae　MiyawakietaL1971
　　　　イヌシデーコナラ群団

　　　　　肋z48rα蹴∂6Z♂αオαvar．”τ8ηZろプα照磁・Q祝8ノ℃Z‘5脚ノτgoZ加var．97”0∬θ5θrプα孟α一
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　　　Gesellschaft

　　オオバクロモジーミズナラ群落

　　Rho40487z4ア’oアzフzz‘漉1ウ65－Qz‘6プα‘558rプαオα一Gesellschaft

　　サイコクミツバツツジーコナラ群落

　Querco－Pinion　densiflorae　SuzukietToyohara1971
　ミズナラーアカマツ群団

　　Rho（lodendro－Plnetum　densiflorae　Suz．一Tok．etUsui1952

　　ヤマツツジーアカマツ群集

　Zelkovion　serra宅ae　all．prov．

　ケヤキ群団

　　Hoveniadulcis－Zelkovaserrata－Ass．　ass．　nov．
　　ケンポナシ．一ケヤキ群集

　　Torreyo　radicans－Zelkovetum　serratae　ass．　nov．
　　チャボガヤーケヤキ群集

Fraxino・UlmetaliaSuz．一Tok．1967
シ．オジーニレオータ“一

　Pterocaryon　rhoifoliae　Miyawakietal．1964

　サワグルミ群欄

　　Polysticho－Pterocaryetum　Suz．一Toket　aL！956
　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　Ro49切擁α／）04（功庚y♂Zα一B8‘z‘♂α7πα認7／30切∫c之∫ωzα一GeseUschaft

　　ヤグルマソウーウダイカンバ群落

　　αηzz∬4α窃読α7zα一Gesellschaft

　　ハルニレ署羊落

　Euptelio蔦polyandrae　a11．　prov．
　フサザクラ群団

　　Hydrangea　involucrata－Euptelea　polyand．ra－Ass．　Miyawaki
　　　　et　al．1964

　　　タマアジサイーフサザクラ群集

　Menziesio－Quercion　Miyawakleta1．1968
　ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

　　yα66ヵzfz〃π5ア7zα疏ゴーA66r’∫読。フzo5勉ゼーGesellschaft

　　オオバスノキーミネカエデ群落

　　Vα6ごカ2珈刀35痂々。勉α7z膨ル5α5αんz〃ガ8／25ぎ5－Gesellschaft

　　マルバウスゴーチシマザサ群落

Chamaecypario－Thuletaliastandishii　Ohba1973
ヒノキークロベオーダー

　Rhododendro・Thujio且staRdish量i　Miyawakieta1．1968
　シャクナゲークロベ群団

　　　　11ici－Thujetum　standishii　YamazakietNagai1960
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　アカミノイヌツゲークロベ群集

Tsugion　sieboldii　Suz．一Tok．1953

ツガ群団

　Rhodoreto－Tsugetum　sieboldiiYamazakietNaga11960
　サイコクミツバツツジーッが群集

4．　Saliceteasachalinensis　Ohba1973
　　オノエヤナギクラス

　　　Toisuso－Populetalia　maximowiczii　Ohba1973
　　　オオバヤナ単一ドロノキオーダー

　　　　　populion　maximowiczii　Ohba1974
　　　　　ドロノキ群団

　　　　　　ToisusひPopuletum　maximowiczii　Ohba1974
　　　　　　オオバヤナギードロノキ群；集

　　　　　　Rぎろθ5ブ砂。／zゴ6π規一Toガ∫z‘∫πz〃一ゐα7zゴαノzα一Gesellschaft

　　　　　　コマガタケスグリーオオバヤナギ群落

　　　Alno・Salicetahaserissaefohae　Ohba1974
　　　　ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー

　　　　　Weigelion　horteasis　HorikawaetSasaki1959
　　　　　タニウツギ￥洋団

　　　　　　Aru簸co－Alnetum　pendulae　ass．　nov，

　　　　　　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集

　　　　　　Elatostemeto－Alnetum　faurieiiSuz．一Tok．1955

　　　　　　ウワバミソウーミヤマカワラハンノキ群集

　　　　　Sallclon　integrae　MiyawakietOkuda1972

　　　　　イヌコリヤナギ群団

　　　　　　∠4Zπz‘5ル㍑プ諭一εα♂ゴ記魏彦¢g1一α一Gesellschaft

　　　　　　ミヤマカワラハンノキーイヌコリヤナギ群落

　　　　　Salicion　jessoensis－serissaefoliae　Ohba！973

　　　　　シロヤナギーコゴメヤナギ群団

　　　　　　Salicetumjessoensis　Ohba1973

　　　　　　シロヤナギ群集

5，　Noch　nicht　bestimmte　h6here　Einheiten

　　上級単位未決定群落

　　　　　A乃口乞αブz4珀7一ゴ∬カ～一5α露ω5α6乃α♂∫ηθノz5ゴ5－Gesellscha壬t

　　　　　ネムノキーオノエヤナギ群落

　　　　　5αZ耽62ゼ06α厚）α一Gesellschaft

　　　　　ジャヤナギ群落
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EZαθαg2ZZf5　z卿のεZZα’α一Gesellschaft

アキグミ群落

6．Rosetea　multiflorae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　ノイバラクラス

　　　　Noch　nicht　bestimmte　Ordnung　u，　Veyb装nde

　　　　未決定オーダーおよび群団

　　　　　π鶴6プεアzα‘αvar4）α盈40∫α・Gesellschaft

　　　　　ハイイヌツケ囎羊落

　　　　　ゐ∫9㍑5孟ノ初π診561乞α～03勉f一「曜∂z〃ワユz‘ηzμガ6αオz〃πvar．’oア麗7πo∫脚2z－Gesellschaft

　　　　　ミヤマイボターヤブデマリ群落

7．Filipendulo－Artemisietea　montanae　Ohba1973
　　オニシモツケーヤマヨモギクラス

　　　Filipendulo－Artemis1etaliamontanae　Ohba1973
　　　　オニシモッケーヤマヨモギオーダー

　　　　　Artemisio－Polygonion　sachalinensis　Miyawakietal．！968
　　　　　ヤマヨモギー引戸イタドリ群団

　　　　　　Boehmerio－Artemisietum　montanae　Miyawakietal．1968
　　　　　　アカソーヤマヨモギ群集

　　　　　　Angehco－Polygonetum　sachaliRens｛sSuz．一Tok．eta1．1956

　　　　　　ミヤマシシウドー円価イタドリ群集

8．　Rhododendreteatschonoskii－tsusiophyllae　Ohba1973
　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず
　　　コメツツシーハコ不コメツツシクラス

　　　　Rhododendretaliatschonoskii－tsusiophyllae　Ohba！973
　　　　コメツツジーハコネコメツツジオーダー

　　　　　Phyllodoc1on　nipponicae　Miyawakietal，1968

　　　　　ツガザクラ群団

　　　　　　搬ごyZ♂040‘82zぎ勿。アzガ紹一Gesellschaft

　　　　　　ツガザクラ群落

9．　Vaccinio－Piceetea　Br．一B1．1939

　　コケモモートウヒクラス

　　　Abieto－PiceetaliaMiyawakietal．！968
　　　　シラビソートウヒオーダー

　　　　　Abieto－Picelon　Miyawakietal。！968

　　　　　シラビソートウヒ群団

　　　　　　Abieto－Abietum　mariesii－Ass．一Gruppe　MiyawakietaL1968
　　　　　　シラビソーオオシラビソ上群集
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　　ゐαプ㍑Z（ψ’oZψ乞5－Gesellschaft

　　カラマツ群落

Vaccinio－Pinetalia　pumilae　Suz．一Tok．1964

コケモモーハイマツオーダー

　Vaccinio－Pinion　pumilae　Suz．一Tok1964
　コケモモーハイマッ群鴎

　　Vaccinio－Pinetum　pumilae　MaedaetShi【nazaki1951
　　コケモモーハイマツ群集

　　Rho4048ηみ。π’7・碗82一η8㌦鷹ノzz65　hα妖0467z5ゼ5－Gesellschaft

　　オオコメツツジーハツコウダゴヨウ群落

　　」観ψ62－z‘560η〃ηππ∫5var．πψρo／z宛α一Gesellschaft

　　　ミヤマネズ群落

10．　Betulo－Ranunculetea　Ohba1967
　　　ダケカンバーミヤマキンポウゲクラス

　　　　Streptopo－Alnetaliamaximowiczii　Ohba1973
　　　　オオバタケシマランーミヤマハンノキ四一ダー

　　　　　Smilacino　yesoensis－Betulion　ermanliOhba1973
　　　　　　ミドリユキザサーダケカンバ群団

　　　　　　　Betuletumermanii　Suz．一Tok，Ok：amotoetHonda1964

　　　　　　　ダケカンバ群集

　　　　　　　Rん04048π4プ。ア267煽αc1乏y6αψ鋸刀z－B8‘z4α8ηπαノzガーGesellschaft

　　　　　　　バクサンシャクナゲーダケカンバ群落

　　　　　　　Smilacinahondoensjs－Ahus　matsumurae－Ass．　Ohba1973
　　　　　　　戸口バユキザサーヤハズハンノキ群集

　　　　　　　／）oらノ3擁01乞τ〃π77zガ6ア8061泌α77賓y5－Rzめz6∫η67・ノzz∫5－Gesellschaft

　　　　　　　カラクサイノデ」ベニバナイチゴ群落

　　　　Trollio－Ranu無culeta1量a　Ohba1973

　　　　シナノキンバイーミヤマキンポウゲオーダー

　　　　　Trollio－Ranuncuhon　Ohba1968
　　　　　　シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団

　　　　　　　Cirsium　otayae－Aconitumsenanense・Ass．　Suz．一Tok．et

　　　　　　　　Nakano　1965

　　　　　　　．タテヤマアザミーホソバトリカブト群集

　　　　　　　Glycerlaalnasteretum－Athyrium　alpestre－Ass．Ohba1974
　　　　　　　ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集

　　　　　　　A万56απ漉z‘5諭z6’or飢∫一Cαr8露砂庖ゾZ（4＞z65－Gesellschaft

　　　　　　　カリヤスータテヤマスゲ群i喀

11．　Noch　nicht　bestimmte　h6here　Einheiten
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　　　上級単位未決定群落

　　　　　Juncetum　beringensis　Miyawaki，OhbaetOkuda1969
　　　　　　ミヤマイ群集

　　　　　Po4ygoπz〃π7勿ψαプz‘ク7z－1）8∬1≧α77ψ5∫α6α6功髭05αvar．ノ診5‘zκα4b〃α・Gesellschaft

　　　　　ムカゴトラノオーヒロバコメススキ群落

！2。Montio－CardamineteaBr．一BLetTx，1943
　　　ヌマハコベータネツケバナクラス

　　　　Angehco－Cardaminetalia　Ohba1975
　　　　オオバセンキュウータネツケバナオーダー

　　　　　Angehco－Cardaminion　Ohba！975
　　　　　オオバセンキュウータネツケバナ群団

　　　　　　　Arnico－Carlcetum　podogynae　ass．nov，
　　　　　　　チョウジギクータヌキラン群集

　　　　　　　ル露魏z6Zz‘558∬漉プ読z‘∫一みぎ93‘♂α万αプ乞∫01z62ゼーGesellschaft

　　　　　　　オオバミゾホウズキーオタカラコウ群落

13．Phragmitetea　Tx．etPrsg，1942

　　　ヨシクラス

　　　　PhragmitetahaTx．etPrsg．1942
　　　　ヨシオーダー

　　　　　Scirpion　hondoensis　Ohba1973
　　　　　　ミヤマホタルイ群団

　　　　　　　Scirpetum　hondoensisMiyawakletal．1968
　　　　　　　ミヤマホタルイ群集

　　　　　Miscantho　saccharifloτi－Phragmition　MiyawakietOkuda1970
　　　　　オギーヨシ群団

　　　　　　　Miscanthteum　sacchariflori　MiyawakietOkuda1972
　　　　　　　オギ群集

　　　　　　　Scirpo　fluviatilis－Zizanietum　latifoliae　M1yawaki　et　Okuda

　　　　　　　1972

　　　　　　　ウキヤガラーマコモ群集

　　　　　Phragmition　W．Koch1926

　　　　　ヨシ群団

　　　　　　飢ブαgフπ髭85co規7πz〃zピ∫一GeseUschaft

　　　　　　　ヨシ群落

　　　　　Noch　nicht　bes宅immte　Verb註nde

　　　　　未決定群団

　　　　　　Phragmitetum　japonicae　Minalnikawa1963
　　　　　　　ツルヨシ群集
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MagnocarlcetaliaPign．1953
大型スゲオーダー

　Galio　brevipedunculato－Magnocaricion　MiyawakietaL1970
　ホソバヨツバムグラー大型スゲ群団

　　Caricetum　thu簸berg11（lsachao－Carlcetum　thunbergli）
　　　Miyawak1　et　Okuda　1972

　　アゼスゲ群集（チゴザサーアゼスゲ群集）

　　Caricetum　dispalatae　MiyawakietOkuda！972
　　カサスゲ群集

14．Scheuchzerietea　palustris　DenHeld，BarkmanetWesthoff1969
　　　ホロムイソウクラ．ス

　　　　ScheuchzerietaliapalustrisNordhagen1936
　　　　ホロムイソウオーダー

　　　　　Moliniopsio－Rhynchosporion　albae　Tx．，SuzukietFujiwara！970
　　　　　　ヌマガヤーミヵズキグサ群団

　　　　　　　Rh．ynchosporetum　yasudanae－albae　Miyawaki　etFuliwara1970

　　　　　　　ミヤマイヌノハナヒゲーミカズキグサ群集

　　　　　　　の1ぬgフz郡ηzノ）％Z6ゐ2・z‘”多一Gesellschaft

　　　　　　　ウツクシミズゴケ群落

　　　　　　　Caricetum　pauperculae　Miyawaki，OhbaetOkuda1969
　　　　　　　ダケスゲ群集

15．　Oxycocco－Sphagnetea　Br．一Bl．etTx．1943

　　　ツルコケモモーミズゴケクラス

　　　　Sphagnetaliacompacti　Tx．，MiyawakietFuliwara1970
　　　　キダチミズゴケオーダー

　　　　　Faurio－Sphagnion　compact1　Tx．，MiyawakietFujiwara1970
　　　　　　イワイチョウーキダチミズゴケ群団

　　　　　　　Carici　omianae・Sphagnetum　compactiM1yawaki，Itowet
　　　　　　　　Okuda　1967

　　　　　　　ヤチカワズス斜キダチミズゴケ群集

　　　　　　　Rhynchosporo　yasudanae－SphagnetuIn　tenelli　Miyawaki　et
　　　　　　　　Fujiwara　1970

　　　　　　　ミヤマイヌノハナヒゲーワタミズゴケ群集

16。　PotamogetoneteaTx．etPrsg．1942

　　　ヒルムシロクラス

　　　　PotamogetonetaliaW．Koch1926
　　　　ヒルムシロオーダー
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Pota而on　eurosibiricum　W．Koch1926
ヒルムシロ群団

　7Tブψαブ妙。π∫6α一Gese玉lschaft

　ヒシ群落

17．　Geeteapen重apetalae　Miyawakietal．1968

　　　チングルマクラス

　　　　Faurietalia　crista－galli　Ohba1973

　　　　イワイチョウオーダー

　　　　　Faurion　crista－galli　Suz．一Tok．！964

　　　　　イワイチョウ群団

　　　　　　Faurio－MoliniopsietumMaeda1952
　　　　　　　イワイチョウーヌマガや群集

　　　　　　Plantago　hakusanensis－Ass．一Gruppe　nov．
　　　　　　　ノ、クサンオオノミコ」二零羊≡集

　　　　Phyllodocetalia　aleuticae　Miyawaki，OhbaetOkuda1968

　　　　アオノツガザクラオーダー

　　　　　Phyllodocion　aleuticae　Ohba1967
　　　　　アオノツガザクラ群団

　　　　　　　Anaphalio－Phyllodocetum　aleuticae　Ohba1967
　　　　　　　タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集

　　　　　　　Phyllodocetum　alpinae　ass．　nov．

　　　　　　　コツガザクラ群集

18．　Dicentro－Stellarieteanippo簸icae　Ohba1969
　　　コマクサーイワツメクサクラス

　　　　Minuartetaliavemaejaponicae　Ohba1968
　　　　コバノツメクサオーダー

　　　　　Stellarion　nipPonicae　Ohba1969

　　　　　イワツメクサ群団

　　　　　　Veronico－Polygonetum　weyrichii　Ohba1969
　　　　　　　ミヤマクワガターウラジロタデ群；集

　　　　　　Cα2膚躍5’8παπ漉α一5診θZZα万αフ言忌ρoアzゴ6α一Gesellschaft

　　　　　　　イワスゲーイワツメクサ群落

　　　　　Violo－Polygo且ion　ajaneasis　Ohba1969

　　　　　タカネスミレーヒメイワタデ群団

　　　　　　　D玉ceatro－Violetu皿crassae　Ohba1969

　　　　　　　コマクサータカネスミレ群集

　　　　Saxifrago．CardamiHetahanipponicae　Ohba1969
　　　　チシマクモマグサーミヤマタネツケバナ．オーダー
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　Saxifrago－Cardaminion　nipponicae　Ohba1969
　チシマクモ’マグサーミヤマタネツケバナ群団

　　Saxifragetummerkii圭dsuroei　Ohba1969
　　クモマグサ群集

　　CaτdaIninetum　nipponicae　Ohba1969
　　　ミヤマタネツケバナ群集

Minuartetaliavemae　laponicae　Ohba1968
コバノツメクサオーダー

　Cerastio－Minuartion　vernae　japonicae　Ohba1968
　クモマミミナグサーコバノツメクサ群醐

　　Cerastio－Mi照artietum　vemae　japonicae　Ohba1968
　　クモマミミナグサーコバノツメクサ群集

19．　Carici　rupestris－Kobresieteabellardii　Ohba1974
　　　カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス

　　　　Caricetalia　tenuiformis　Ohba1968

　　　　オノエスゲオーダー

　　　　　OxytroP至dio鷺japonicae　Ohba1968
　　　　　オヤマノエンドウ群団

　　　　　　Kobresio－Oxy甘opidetum　j鼠ponicae　Ohba1967exShimizu！969
　　　　　　ヒゲハリスゲーオヤマノエンドウ群集

　　　　　　Aあみ67漉παゴ妙。アz沈α一撫5薦6α7爾融2曙α・Gesellschaft

　　　　　　ハゴロモグサーオオウシノケグサ群落

　　　　　　五多‘馴Zαザ05オ7鳥α’α一D∫砂8π5∫αZα挽ρ07z此αvar．　oみ。τα哲α一Gesellschaft

　　　　　　　ミヤマヌカボシソウーイワウメ群落

　　　　　Noch　nicht　bestimmte　Verbande

　　　　　未決定群団

　　　　　　5α謬ガノ｝・α即。ん6冗8プガ。ガ♂θ∫var．プ6うz‘π5乃ゼプθπ5ガ∫一3詑Z♂α7趨∫α7・zf36〃？）あα一Gesellschaft

　　　　　　シコタンソウーシコタソハコベ群落

20。　Loiseleurio－Vaccinietea　Eggler1952
　　　ミネズオウークロマメノキクラス

　　　　Loiseleurio．Vaccinietalia　Eggler1952

　　　　ミネズオウークμマメノキオーダー

　　　　　：Loiseleurio．VaccinioR　Br．一B1．1926

　　　　　　ミネズオウークロマメノキ群団

　　　　　　Arcterico－Loiseleurietum　OhbaexSuz．一Tok1964
　　　　　　　コメバツガザクラーミネズォゥ群集

21．Asplenietea　rupestria　Br．一Blほ934
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　　　アオチャセンシダクラス

　　　　Juncetalia　maximowiczii　Ohba1973
　　　　イトイオーダー

　　　　　　Juncion　maximowiczii　Ohba1973
　　　　　　イトイ群団

　　　　　　　㊥5’のρ‘θ2ゼ5プ》囎∬∫5一．A功Z672ゼz6賜辺カゴ46－Gesellschaft

　　　　　　　ナヨシタ隔アオチャセンシダ群落

　　　　　　　Hσ擁解αノzθ〃α5’8〃α7・毎7zα一Cα∬∫（4）θら’α4）o漉。ガ4θ5－Gesellschaft

　　　　　　　ジムカデーイワヒゲ群落

22．Salsoletea　komarovii　Ohba，MiyawakietTx．1973
　　　オカヒジキクラス

　　　　Salsoletalia　komarovii　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　オカヒジキオーダー

　　　　　　Salsolion　komarovii　Ohba，MiyawaldetTx．1973

　　　　　　オカヒジキ群団

　　　　　　　Calystegio　soldanellae－Salsole宅um　ko皿arovii　Ohba，

　　　　　　　　Miyawaki　eゼrx．1973

　　　　　　　ハマヒルガオーオカヒジキ群集

23．Glehn1etea　littoralis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　ハマボウフウクラス

　　　　Glehnietalia　littoralis　Ohba，MlyawakietTx．1973

　　　　ハマボウフウオーダー

　　　　　　Caricion　kobomugi　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　　コウボウムギ群団

　　　　　　　Wedelio－Caricetum　kobomugi（Ochi1951）Ohba，MiyawakietTx．
　　　　　　　　1973

　　　　　　　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　　　　　£lymo　Inollis－Zoysie纐m　macrostachyae　Ohba，　Miyawaki　et

　　　　　　　　Tx．1973

　　　　　　　ハマニンニクーナニシバ群集

24．Vitece七ea　rotundifoliae　Ohba，M玉yawakietTx．1973

　　　ハマゴウクラス

　　　　Vitecetalia　rotundifohae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　ハマゴウオーダー

　　　　　　Ischaemo－Vitecion　rotundifoliae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　　ケカモノハシ吋・マゴウ群団

　　　　　　　Linario－Vitecetumτotundifoliae　Ohba，MiyawakietTk．1973．
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ウンランーハマゴウ群集

Viteci　rotundifoliae－Juniperet“m　confertae　（Yano　！962）
　Ohba，　Miyawaki　et　Tx．1973

ハマゴウーハイネズ群集

1初メ）87”α如4yZゴπ4万。αvar．為08痂gだ一Gesellschaft

チガヤ群落

25．　Noch　nicht　bestim磁e　Klasse簸u．　Ordnung

　　　未決定クラスおよびオーダー

　　　　　Clerodendro－Mallotion　laponicae　Ohba1970
　　　　　クサギーアカメガシワ群団

　　　　　　Rめπ5α卿αオαθgz’ノb伽6∫一Aアーαあα8Zαオα一Gesellschaft

　　　　　　クマイチゴータラノキ群落

26．　Noch丑icht　besti瓜mte　Klassen　u．　Ordnung

　　　未決定クラスおよびオーダー

　　　　　Cirsio・CampanuhonOhba1969
　　　　　フジアザ斗ヤマホタルブクロ群団

　　　　　　Cirsium　purpuratum．Campanula　hondoeロsis－Ass．　M1yawaki
　　　　　　et　a1．1964

　　　　　　フジアザミーヤマホタルブクP群集

27．Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba1970
　　　ススキクラス

　　　　　Miscanthetalia　sine盒sis　MiyawakietOhba1970

　　　　　ススキオーダー

　　　　　　Miscanthion　sinensis　Suz．一Tok．etAbe1959exSuganuma1970

　　　　　　ススキ群団

　　　　　　　ルπ∫oα2z漉㍑55沈θノz5乞5－Gesellschaft

　　　　　　　ススキ群落

　　　　　　Zoys玉on　lapon1cae　Suz．一Tok。etAbe1959exSuganuma1970

　　　　　　シバ群団

　　　　　　　Z〔とy5ぎαブψo痂。α一Gesellschaft

　　　　　　　　シバ群落

　　　　　　Noch　nicht　bestimmte　Verb鼓nde

　　　　　　未決定群団

　　　　　　　R・∫αα626ぬプ∫∫var・ノ2fゑ卿8225ゴ∫一酬卿4z‘Zα珊π延岡Gesellschaft

　　　　　　　タカネイバラーシモツケソウ群落

28．Molinio－Arrhenatheretea　Tx．1937
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モリニアーオナカニツリクラス

Plantaginetalia　asiaticae　Miyawaki1964

　オオバコオーダー

　　Polygonlon　aviculaτisMiyawak11964
　　ミチヤナギ群団

　　　Eragrostetum　multico－ferrugineae　Miyawaki1964
　　　ニワホコリーカゼクサ群集

　　　Juncus　tenuis－Eragrostis　ferruginea－Ass．Miyawaki1964
　　　クサイーカゼクサ群集

　　　Carex　inc玉sa－Juncustenu玉s－Ass．Miyawaki1964

　　　カワラスゲークサイ群集

29．ArtemisieteaprincepsMiyawakietOkuda！972
　　　ヨモギクラス

　　　　Artemisietalia　princepsMlyawakietOkudaユ972
　　　　ヨモギオーダー

　　　　　Anaphalio－Artemis乱on　princeps　MiyawakietOkuda1972
　　　　　　カワラバハコーヨモギ群団

　　　　　　　．Ar’6／7z∫5∫αc砂〃α2・∫∫一んz砂んα傭ητα7即2一露αcεαvar．　y840επ5ガ∫・Gesellschaft

　　　　　　　カワラヨモギーカワラバハコ群落

30．　Chenopodietea　BL－BL1951
　　　シロザクラス

　　　　CoInmelinetalia　coInmun董sMiyawaki1969
　　　　ツユクサオーダー

　　　　　Cypero－Mollugion　strlctae　Mlyawald1969
　　　　　　カヤツリグサーザクロソウ群団

　　　　　　　Pinelliaterllata－Euphorbia　pseudochamaesyce・Ass．
　　　　　　　　Miyawaki　1969

　　　　　　　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　　　Eノーゴ8召ノ・oアzαηzα漉アz3ゴ5－Eアゼ8御一〇アz　5πアアzσ彦アぞπ5ぎ5－GeseUschaft

　　　　　　　ヒメムカショモギーオオアレチノギク群落

31．　Bide且teteatripartiti　Tx．，Lohm．etPfsg。1950

　　　タウコギクラス

　　　　Bidentetaha　tripartiti　Br．一B1．etTx．1943

　　　　タウコギオーダー

　　　　　Panlco－Bidentio竣frondosae　MiyawakietOkuda1972
　　　　　オオクサキビーアメリカセンダングサ群団

　　　　　　　Pψygαユz‘ηz漉z‘ηうθア9’渉雌。7・05’磐伽η多麗7πゼ7z6z‘解var．メ》o砂5如。稜yz6ηz－Gese工1schaft
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ミゾソバーアシボソ群落

32．　Oryzetea　sativae　Miyawaki1960

　　イネクラス

　　　Cypero－Echinochloetalia　oryzoidisBo16setMasclans1955
　　　タマガヤツリーイヌビェオーダー

　　　　Oryzo－Echinochloion　oryzoidis　Bo16setMascla葺s1955
　　　　イネ珂ヌビェ群団

　　　　　Sag玉ttaria　pygmaea－Monochoria　vaginalis－Ass．　Miyawaki
　　　　　　1960

　　　　　　ウリカワーコナギ群集

　富山県の現存植生図は縮尺1：50000の地形図で20枚にわたるため富山県を4地区にわけて，

まとめて印刷された。

　富山県は日本海にむかって富山湾を抱く形で西の氷見市から広屋敷に至る海岸線沿いに広大な

沖積低地が広がっている。さらに弧を描く形で白馬岳，鹿島槍ケ岳，針ノ木岳，立山，劒岳，三

ツ二二華岳，薬師岳，などの海抜2000～3000mの山々が新潟県，長野県の県境につづいている。

また三ケ辻山，笈ケ岳，医王山などの海抜1000m内外の低山が岐阜県，石川県との県境につづき

富山県下をみおろしている形となっている。

　海岸ぞいの沖積低地には自然林はきわめて少なく，氷見北部に海岸風衝林のマサキートベラ群

集が一部，その背後と新潟県の県境に近い朝日，市振にヤブコゥジースダジイ群集が，沖積地に

イノデータブ群集が社寺林として一部残されているにすぎない。やや内陸部に入るとヒメァオキ

ーウラジロガシ群集が，谷ぞいにはケヤキが優占しているケンポナシーケヤキ群集，シロダモーケ

ヤキ群落がわずかに帯状に残されている。河辺には冠水草原やヤナギ林が，沖積低地の排水不良

地にはキタコブシー・くンノキ群落がわずかに点在している。海岸沿いの砂丘地は護岸などにより

砂丘植生が消失してきているが，護岸工事が行われていないところでは，わずかに残されている。

　山地帯は林業的にスギ，ヒノキ，モミ，アカマツの植林や，薪炭林として伐採が続けられてき

たためコナラ，ミズナラの二次林が広がっている。自然林としては，尾根部などの乾性，貧養地

にマルバマンサクーブナ群集，適隔地や中性立地ではヒメアオキーブナ群集，やせ尾根・岩角地

にアカミノイヌツゲークロベ群集が生育している。漢竹沿いにはジュモンジシダーサワグルミ群

集やハルニレ群落が河川沿いに，ホツツジークマシデ群集やチヤボガヤーケヤキ群集が斜面にみ

られる。

　さらに海抜高の高い亜高山地帯では，林業的にはカラマツ植林が行われているにすぎない。気

候条件，立地条件がいずれもきびしく，シラビソーオオシラビソ群集やカラマツの先駆植生，雪

崩が多いところに生育するミヤマハンノキーダケカンバ群団でまとめられる夏緑低木群落，風衝
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地に低木林の形で生育しているウラジ牡牛ウラクーミヤマナラ群団，河辺のドロノキーオオバヤ

ナギ群集などが比較的まとまった面積で残されている。

　雪崩のとくに多い：立地では森林は形成されず，シナノキンバィーミヤマキソポウゲ群団で示さ

れる花期が色彩豊かな高茎広葉草本群落が生育している。排水の悪い遅くまで雪が残るところに

生育するヌマガや群団，ヌマガヤーミズゴケ群団，イワイチョウ群団などの中間湿原，高層湿原，

雪田草原の各種植物群落がみられる。

　崩壊地や風動地では山地帯からつづいてフジァザミーヤマホタルブクロ群集やタカネイバラー

シモツケソウ群落がみられる。

　日本の中部山岳地帯2000～3000mの高海抜地域ではきわめて環境条件がきびしい。したがって

そこに生育できる植生はかぎられている。森林は形成されず，もっとも立地の安定しているとこ

ろには，種組成的にコケモモーハイマツ群団にまとめられる罎生ハイマツ群落が地面にほふく状

に生育している。さらに微地形，局地的な土壌条件のちがいに応じて高山荒原草本植物群落がす

みわけている。

　當山県の植生は低地帯から低山帯までは人為的にほとんどの植生が立地本来の自然植生からか

えられた代償植生である。わずかに冬季の寒冷季節風を防ぐために自然に近い構成種を用いてス

ギ，ケヤキなどを家の周辺に植栽し，水田地帯に集落をかまえて生活してきている。

　さらに富山県の現存植生図を基礎として岬山県民が自然と共存したより健全な生活を富むため

に緑の保全と問違いの少ない自然と人間の共存のあり方について提案が行われた。基本的提案と

して1～4があげられる。

　（1）意識：対決から共存への意識の変革。

　（2）対象：自然の多様性に応じた対応。

　（3）やり方：見よ，教えよ，そして測定せよ。

　（4）政策的基本理念＝全：ての率土の利用計画，例えば都市，新産業立地，交通施設などの開発

　　・利用，整備計画に際しては，今までの画一的，経済的発想法，思考法に加わうるに，さら

　　に生態学的な思想に基礎づけられることが必要である。

　（5）政策計画の立案実施に際して：具体的には，今回全県土にわたって作製された現存植生図

　　を生命集団の側からの現状診断図として十分に利用する。人間の干渉に敏感な自然度の高い

　　擁護や尾根，急斜面，水際の植生はできるだけ自然形態で保全する。

　　　また都市，新産業立地，交通施設，学校などの公共施設や住宅や団地のまおりには，植生

　　を生きた構築資料として，積極的に人間の生存環境の創造を行う。

　さらに，地域別，植生例の現存植生図を基礎とした自然環境の保全，植生の保護，積極的な緑

豊かな富山県土の持続的な生存環境の維持，豊かな生活環境形成についての生態学には提案が行

われた（本文，1＞，p，245～258参照）。　　　　　　　　　　　　　　（宮脇　昭・藤原～絵）
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Zusam鶏enfassung

Vegetation　der　Prafektur田oyama

von

Akira　MIYAwAK王，　K：elichi　OHNo，　Hiroshi

Kun圭。　SuzuKI，　und　Shigetosh呈OKuDA．

HARADA，　Kazue　FuJIWARA，

　　　　Seit　1960　haben　wir　Gebietsmonographien　der　Japanischen　Vegetation　und　Vegetat玉ons－

karten　der　JapanischeR　Inselll　erarbeitet．　Diese　Schrift　enth溢lt　eine　Karte　der　Vegetation

der　Prafektur　Toyama　und　ihre　Beschτeibung．

　　　　Vom　1971　bis　1973　wurde　nach　einem　Auftrag　der　Prafektur　Toyama　das　Gesamtareal

der　Prafektur　Toyama　in　350　Tagen　Gel琶ndearbeit　pflanzensoziologisch　untersucht．　Die

dabe呈gewonnenen　Vegetationsaufnahmen　wurden　zu　Gesellschaftstabellen　verarbeitet　und

diese　mit　den　entsprechenden　Tabellen　aus　Mittel－Japan　und　daruber　hinaus，　soweit　sie　uns

bis　heute　zug蓑nglich　waren，　vergliechen．

　　　　Daraus　k：onnte　das　folgende　Gesellschafts－System　fUr　das　Untersuchungsgebiet　abgeleitet

werde惣，　welches　die　Vegetation　Mitte1一∫apans　reprasentieren　d蔵rfte：

　　　　Die　P嶽fektur　Toyama　liegt　in　Mittel－Honshu　aa　der∫apanischen　Meer－Seite．　Ihre

Oberflache　erhebt　sich　vom　Meeresspiegel　an　der　Bucht　Toyama　bis　zu　einer　H6he　vo捻

3015m誼．　M．　in　der　Tateyama－Geblrgeskette．　Daher　beherbergt　die　Prまfektur　Toyama　d玉e

皿eisten　Pflanzengesellschaften，　die廿berhaupt　auf　den∫apanischen　InselR　vorkommen．

　　　　Die　Vegetation　der　Pr蓑fektur　Toyama　ist　sozusagen　ein　verkleinertes　Bild　der　Vegeta一

白ioR∫apans．　Hier　werden　als　nat廿rliche　Vegetation　89　Assoziationen　ulld　17　Ersatzgese11－

schafteR　und　die　sie　umfassenden　h6heren　Gesellschaftseinheiten　dargestellt：

1．Camellietea　japonicae　MiyawakietOhba1963
　　　　Camell至etalia　japon1caeOdaetSumata1966
　　　　　　Ardisio－Castanopsion　Miyawakieta1．1971

　　　　　　　　Polysticho－Machiletum　thuabergiiSuz．一Tok．etWadalg4g

　　　　　　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldiiSuz．一ToketHachiya1951

　　　　　　　　Euonymo－Pittosporetum　tobirae　Miyawakieta1．1971

　　　　　　Sakakieto－Cyclobalanopsion　SuganumaetSuz．一Tok．1965

　　　　　　　　Aucubo－Cyclobalanops玉etum　ste鷺ophyllae　Sasaki1958

2．Noch　nicht　bestimmte　h6he∫e　Einheiten

　　　　　　　　N乙。傭58036万08α一Z2Zん。ηα367γα’α一Gesellschaft

　　　　　　　　Mα9ηoZ如ゐ06z‘5　var．607．r8αあ5－AZ7zz‘5ブ｛箱1）o痂6α一Gesellschaft
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α醒〉孟。ηzεノーげαノ＠o／zゼ6α一Gesellschaft

3．FageteacrenataeMiyawaki，OhbaetMurase1964
　　　Saso．Fagetalia　crenatae　Suz．一Tok．1966

　　　　Saso－Fagioncrenatae　Miyawaki，OhbaetMurase！964

　　　　　　Aucubo－Fagetum　crenatae　Miyawakietal。！968

　　　　　　H：amamelo－Fagetum　crenatae　Miyawakieta1．1968

　　　Quercetalia　serrato－grosseserτataeMiyawakieta1．1971

　　　　Fraxino－Quercion孤ongolicae－9τosseserratae　Ohba1973
　　　　　　Tripetaleia　paniculata－Carp量nus　japonica－Ass．　ass．　nov．

　　　　Carpinio－Quercion　serratae　Miyawakietal．！971
　　　　　　五ゼ7Z487趨α謝Zゐ6伽αvar．77Z8解伽ノZα‘6α一Q・・θ7”α657παZ8協6αvar．97一・∬658プ7・α’α一

　　　　　　　　　　Gesellschaft

　　　　　　R乃04046π4ノβoπ7～z‘4ψθ5－Q％θ1・伽∬67γ磁α一Gesellschaft

　　　　Querco－Pinion　densiflorae　SuzukietToyohara1971

　　　　　Rhododendro－Pinetum　densiflorae　Suz．一Tok．etUsui1952

　　　　　Zelkovion　serratae・all．　prov．

　　　　　　Hove垣adulcis－Zelkova　serrata－Ass．　ass．　nov，

　　　　　　Torreyo　radicans－Zelkoveturn　serratae　ass．nov．

　　　Fraxino－Ulmetalia　Suz．一Tok1967

　　　　　Pterocaryon　rhoifoliae　Miyawakieta1．1964

　　　　　　Polysticho－Pterocaryetum　Suz．一ToketaL1956
　　　　　　Ro4982嘉αρ04（4）1吃y♂♂α一β8孟z‘Zα773α娚”30τσゼ。堵加zα・Gesellschaft

　　　　　　乙πフ7zz‘54α窃読α7zα一Gesellschaft

　　　　　Euptelion　polyan（玉rae　all．　prov．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　Hydrangeainvolucrata－Eupteleapolyandra－Ass．　Miyawaki
　　　　　　et　al．1964

　　　　　Menziesio－Quercion　MiyawakietaL1968
　　　　　　％‘cゴπゴz〃π3辮αZ痂一A‘6アー’5漉。η05々ゴ日陰Gesellschaft

　　　　　　Vα06ぎ痂z‘解31≧漉。勉α7zz6フ7z－8α∫αんz〃ゼZθ72∫ゴ5－Gesellschaft

　　　Chamaecypario－Thujetalia　standishii　Ohba1973

　　　　　Rhododendro－Thujion　sta無dishii　Miyawakieta1．1968

　　　　　　11ici－Thujetum　standishii　Yamazaki　etNagai1960

　　　　　Tsugionsieboldii　Suz．一Tok．1953

　　　　　　Rhodoreto－Tsugetum　sieboldi量YamazakietNagai1960

4．Salicetea　sachah豆ensis　Ohba1973

　　　Toisuso・Populetaliamaximowiczii　Ohba1973

　　　　populionmaximowiczii　Ohba1974
　　　　　　Toisuso－Populetum　maximowiczii　Ohba！974



278

　　R必β5ブ⑫o／2fα〃7かTマ。ガ∫z‘5z6　zニプ6απゴαπα一Gesellschaft

Alno－Salicetalia　serissae壬oliae　Ohba1974

Weigelion　hortensis　HorikawaetSasaki！959

　　Arunco－Alnetum　pendulae　ass．　nov，

　　Elatostelneto・Alnetum　faurieii　Suz．一Tok．1955

　Salicion　integrae　MiyawakietOkuda！972
　　／1Zπz6∫ブzz‘万θゴー3αZゴ∬力喫g2一α一Gesellschaft

　Sahcion　jessoensis－serissaefoliae　Ohba！973

　　Sallcetum　jessoensis　Ohba！973

5．Noch簸icht　bestimmte　h6here　Einheiten

　　　　　　A乃た∫αブz6あ∂ガ∬カz・5αあん5乙zoんα♂かz82z5ガ5－Gesellschaft

　　　　　　5αZ耽θ7・∫ooα厚〉α一Gesellschaft

　　　　　　EJα8αg7zz‘∫z‘”zゐ8Z♂α’α一Gesellschaft

6．Rosetea　mult乱florae　Ohba，MiyawakietTx．！973

　　　Noch　nicht　bestimmte　Ord貸ung　u．　Verbande

　　　　　　IZε躍。2・θノzα’αvar．　PαZ〃403α一Gesellschaft

　　　　　　ゐ∫9・z6∫’π〃π’∫漉07．～05窺ゴーV狛z〃7zz〃π〆乞‘α孟z〃ηvar，オ。アπ6π’05刎ルGesellschaft

7．Fihpendulo・Artemisietea　montanae　Ohba！973
　　　Filipendulo－Arte皿isietalia　montanaeOhba1973
　　　　Artemisio－Polygonion　sachahnensis　Miyawakieta1．1968

　　　　　　Boehmerio－Artemisietum　montanae　Miyawakietal．1968
　　　　　　Angel量co－Polygonetum　sachalinensis　Suz．一Tok．et．a1，！956

8．Rhododen（ireteatschonoskii－tsusiophyllae　Ohba1973
　　　Rho（lodendretalia　tschonoskii－tsusiophyllaeOhba！973
　　　　phyllodocio蔦nipponicae　Miyawakietal．1968
　　　　　　P妙ZZ・6・‘θ吻ρ・ノz如一Gesellschaft

9．Vaccinio－Piceetea　Br．一BL！939

　　　Abieto－PiceetaHaMiyawak量eta1．1968

　　　　Abieto－Piceion　Miyawakietal．！968

　　　　　Abieto－Abiet疑m　mariesii－Ass．一Gruppe　M三yawak量etal．1968
　　　　　ゐαノ傅謡Zゆ診oZゆぎ∫一Gesellschaft

　　　Vacc量nio．pinetalia　pumilae　Suz．一Tok1964

　　　　Vaccinio．pinion　pumilae　Suz．一Tok。1964

　　　　　　Vaccinio．Pinetum　pumilae　MaedaetShimazaki1951
　　　　　　R1め4046π4アー。π診1ぜ7z6プηθ一P伽多‘5んαんた0482～∫ゴ5－Gesellschaft
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」セ〃包ψ8ノ’z‘36αη溺z〃zガ∫var．πぎ勿07z∫‘α一Gesellschaft

10．Betulo－Ranunculetea　Ohba1967
　　　　Streptopo－Alnetalia　maximowiczii　Ohba1973

　　　　　Smilacinoyesoensis－Betulion　ermanii　Ohba1973
　　　　　　Betuletum　ermanii　Suz．一Tok．，OkamotoetHonda1964
　　　　　　R1≧04048π47・o／zうプα61老y6α2プ）麗魏一B6’z‘Zα8アブηα7漉一Gesellschaft

　　　　　　Smilacinahondoensis－Alnus　matsumurae－Ass．　Ohba1973
　　　　　　Poらノ漉01砒”z痂6プooゐZ研zッ5－Rπ伽∫ッ82ワzz‘5－Gesellschaft

　　　　Trollio－Ranunc“1etaha　Ohba1973

　　　　　Trollio－Ranunculion　Ohba1968

　　　　　　　Cirsium　otayae－AcoRitum　se無anense－Ass．Suz．一Tok．etNakano

　　　　　　　　1965

　　　　　　　Glyceria　alnasteretum－Athyr1um　alpestre－Ass．　Ohba1974
　　　　　　M∫56α7z漉z‘5痂κ’02一珈5－Cαプθ露⑫勿Z♂（4＞％5－Gesellschaft

11．Noch　nicht　bestimmte　h6here　Einheiten

　　　　　　Juncetumberingensis　Miyawaki，OhbaetOkuda1969
　　　　　　P・む9・2塒π痂加7・z‘フ7z－D6∫6田町5忽6α6脚・5αvar．ノ診5’zκα蜘♂ゴα一Gesellschaft

12．Montio－Cardami雄eteaBr．一Bl．etTx．1943

　　　　Angelico－Cardam1netaha　Ohba1975
　　　　　A難gelico－Cardaminion　Ohba1975

　　　　　　Amico－Caricetum　podogynae　ass．　nov．
　　　　　　M∫㎜πZz二∫∫8∬ゴ♂〃b読‘∫一㍑gz‘♂α7・ガαプ乞56乃6擁一Gesellschaft

13．Phragmiむetea　Tx．etPrsg．1942

　　　　PhragmitetaliaTx．etPrsg．1942

　　　　　Scirpionhondoensis　Ohl）a1973

　　　　　　　Scirpetum　hondoensis　MiyawakietaL1968

　　　　　Miscantho　sacchariflori－Phraglnition　MiyawakietOkuda1970

　　　　　　Miscanthet紋msacchariflor1　MiyawakietOkuda1972
　　　　　　　Scirpo　fluviatilis－Ziza無ietum　latifohae　Miyawaki　et　Okuda

　　　　　　　　1972

　　　　　Phragm1tion　W．Koch1926
　　　　　　　Pん㍑9郷露θ∫oo卿”z㈱ゴ5－Gesellschaft

　　　　　Noch　nicht　bestim磁e　Verbande

　　　　　　　Phragmitetum　japonicaeMinamikawa1963

　　　　Magnocaricetalia　Pign．1953

　　　　　Galio　brevipedunculato－Magnocaricion　MiyawakietaL1970
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Caricetum　thunbergii（lsachno－Caricetum　thunbergii）
　Miyawaki　et　Okuda　1972

Caricetum　dispalatae　MiyawakietOkuda1972

14．ScheuchzerieteapalustrisDenHeld，BarkmanetWesthoff1969
　　　Scheuchzerietalia　palustrisNordhagen1936

　　　　　Moliniopsio－Rhynchospor量on　albae　TxりS妓zukietFujiwara1970

　　　　　　Rhynchosporetumyasudanae－albaeMiyawakietFujiwara！970
　　　　　　亀）んα9π那解ノ）πZ疏プ瑚z－Gesellschaft

　　　　　　Caricetum　pauperculae　Miyawaki，OhbaetOkuda1969

15．Oxycocco－Sphagnetea　BL－B1．etTx。1943

　　　Sphagnetaliacompacti　Tx．，MiyawakietFujiwara！g70

　　　　　Faurio－Sphagnion　compactiTx．，MiyawakietFujiwara1970

　　　　　　Carici　omianae－Sphagnetum　compactiMiyawaki，ItowetOkuda
　　　　　　　1967

　　　　　　Rhynchosporo　yasudanae－Sphagnetum　tenelli　Miyawaki　et
　　　　　　　Fujiwara　1970

16．PotamogetoneteaTx．etPrsg．1942
　　　potamogetonetalia　W．Koch！926

　　　　　potamion　eurosibiricum　W．Koch1926
　　　　　　7マ7・⑫αノ＠o／z此α一Gesellschaft

17．Geetea　pentapetalae　Miyawakietal．1968

　　　Faurietaliacrista－gall玉Ohba1973
　　　　　Faurioncrista－galliSuz．一Tok．1964

　　　　　　Fanrio－MoliaiopsietumMaeda1952

　　　　　　Plantagohakusanensis－Ass．一Gruppe　nov．

　　　Phyllodocetalia　aleuticae　Miyawald，OhbaetOkuda1968

　　　　　Phyllodocion　aleuticae　Ohba1967

　　　　　　Anaphalio－Phyllodocetum　aleuticae　Okba1967
　　　　　　Phyllodocetum　alpinae　ass．　nov．

18．Dicentro－StellarieteanipPonicae　Ohba1969

　　　Minuartetaliavemae　japonicae　Ohba1968

　　　　　Stellarion　RipPonicae　Ohba1969

　　　　　　Veronico－polygo且etum　weyrichii　Ohba　1969
　　　　　　Cαザβ露溜zα渤α一5孟θZ♂副αアψρ・πゼ6α一Gesellschaft

　　　　　Violo－Polygonion　ajanensis　Ohba1969



281

　　Dicentro－Violetumcrassae　Ohba1969
Saxifrago－Cardaminetalia　nipPonicae　Ohba1969
　Saxifrago－Cardaminion　nippbnicae　Ohba1969

　　Saxifragetum　merkii　idsuroeiOhba1969

　　Cardaminetum　nipPonicae　Ohba1969

Mi職artetaliavemaejaponicae　Ohba！968
　Cerastio－Minuartion　vemaejaponicae　Ohba1968
　　Cerastio－Minuart1etunl　vernae　japonicae　Ohba1968

19．　Carici　rupestris－Kobresietea　bellardii　Ohba1964

　　　　Caricetalia　tenuiformis　Ohba　1968

　　　　　0xytropi（iion　japonicae　Ohba1968

　　　　　　Kobres量。－OxytroP1det景m　japonicae　Ohba！967exShim1zu1969
　　　　　　AZ61乞6ηz沼αブ妙。ηガ6α一1勉5彦z‘oα7・zめザα一Gesellschaft

　　　　　　五z‘馴Zαプ05≠㍑畝一D∫⑫θπ5ガαZα物ク。πゴ‘αvar．　oう。膿如一Gesellschaft

　　　　　Noch　nicht　bestimmte　Verb互nde

　　　　　　5α必力←α9α‘加π8ア・∫of48∫var．7一のz〃z31乞ガ1－67z∫f∫一＆〃α7・如ア・π∫αプb〃α一Gesellschaft

20．Loiseleurio－VaccinieteaEggler1952
　　　Loiseleurio－Vaccinietalia　Eggler1952
　　　　　Loiseleur量。．Vacci頁ion　Br．一Bl．1926

　　　　　　Arcteτico－Loiseleurietum　OhbaexSuz．一Tok1964

2！．Asplenietea拠pestria　Br．一B1ほ934

　　　　Juncetaha　maximowiczii　Ohba！973

　　　　　Juncion　maximowiczii　Ohba1973
　　　　　　qy5孟（ψ診8プ露プ〉曜璽∫あ5一．A功Zθ2ぎz〃7z疵ノぜ48－Gesellschaft

　　　　　　H僧伽αηθ”α5’”α2勿～α一Cα∬吻8む吻04ゼ。∫48∫一Gesellschaf

22．Salsoletea　komaroviiOhba，Miyawak量etTx．1973

　　　　Salsoletaliakomarovii　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　Salsolion　komafovii　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　　Calystegio　soldanellae－Salsoletum　komarovii　Ohba，
　　　　　　　Miyawaki　et　Tx．1973

23．Glehnietea　littoralis　Ohba，M量yawak1eゼrx．1973

　　　　Glehnie亀alia　littorahs　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　CaricioR　kobomugi　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　　Wedelio－Caricetu皿kobo阻ugi（Ochi1951）Ohba，Miyawaki　et　Tx．

　　　　　　　1973
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£1yIno　mollis．Zoysiet妓m磁acrostachyae　Ohba，　Miyawaki　et
　Tx．！973

24・Vltecetea　rotundifoliae　Ohba，M1yawakietTx．1973

　　　　Vitecetalia　rotundlfoliae　Ohba，MiyawakietTx．！973

　　　　　1schaemo－Vitecion　rotundifoliae　Ohba，MiyawakietTx，1973

　　　　　　Linario．Vitecetum　rotundifoliae　Ohba，MiyawakietTx、1973

　　　　　　Viteci　rotundifohae－Juniperetum　confertae（Yano1962）
　　　　　　　　Ohba，　Mまyawaki　et　Tx．1973

　　　　　　伽卿層α’α砂伽42’ゴ6αvaLた・87zガ9ガ・Gesellschaft

25．Noch　nich毛bestimmte　Klassen　u．　Ordnung

　　　　　Clerodendro－Mallotion　japonicae　Ohba1970
　　　　　　Rz‘諏56プα如βgガ協z‘5一ノ12・α磁θ♂α孟α一Gesellschaft

26．Noch　nicht　bestimmte　Klassen　u．　Ordnung

　　　　　Grsio－CampanulionOhba1969

　　　　　　Cirsium　purpuratum－Campanula
　　　　　　　　et　al，　1964

hondoensis－Ass，Miyawaki

27．Miscanthetea　sinens1s　MiyawakietOhba1970
　　　　Miscanthetalia　s量nensis　MiyawakietOhba1970

　　　　　Misca且thion　sinensisSuz．一Tok．etAbe1959exSuganuma1970
　　　　　　Mゴ∫6απ彦んz‘55∫刀6η5ゼ5－Gesellschaft

　　　　　Zoys1o鷺laponicae　Suz．一Tok．etAbe1959exSuganuma1970
　　　　　　Zの∫如ブ⑫02z∫6α一Gesellschaft

　　　　　Noch　n量cht　bestimmte　Verb互nde

　　　　　　Ro∫αα6ゴα‘Zα2’ゴ5　var．7z吻02zθ2～5ゼ5－Fゴ伽θπ4z‘Zα〃㍑4彦ガz58α・Gesellschaft

28．Mo1量nio－ArrhenathereteaTx．1937

　　　　plantaginetaliaasiaticae　Miyawaki1964

　　　　　Polygon量on　avicularis　Miyawaki1964

　　　　　　Eragrostetum　multico」ferrugineae　MiyawakiI964

　　　　　　3uncustenuis－Eragrostis　ferruginea－Ass．　Miyawaki1964

　　　　　　Carex　incisa－Juncus　tenuls－Ass．　Miyawaki1964

29．Artemisieteaprinceps　MiyawakietOkuda1972
　　　　Artemisietalia　princeps　MiyawakletOkuda1972

　　　　　Anaphalio－Art6mision　princeps　MiyawakietOkuda1972
　　　　　　Aアー’8辮麟αc＠沼αプガ3一んz＠んαZゴ∫〃3αア灘7・髭α68αvar。ツ8408π∫∫5－Gesellschaft
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30。Chenopo（墨ietea　BL－Bl．1951

　　　　　Commelinetalia　communisMiyawaki！969

　　　　　　　Cypero－M．011ugionstrictae　Miyawaki1969

　　　　　　　　　Pinelha　ternata。£uphorbia　pseudochamaesyce－Ass．
　　　　　　　　　　　M1yawaki　1969

　　　　　　　　エ彌8召2℃π6αフ2α4θ7z5ゴ3・乃・ゴ96ア・oπ3z槻磁7・67z∫ゼ∫一Gesellschaft

31．Bide難tetea　tripartiti　Tx．，Lohm．etPrsg．1950

　　　　　Bidente宅alia　tripart量tiBr．一Bl．etTx．1943

　　　　　　　panico－Bidention　frondosae　MiyawakletOkuda1972
　　　　　　　　　P・砂9・π・・”け伽・ゐ・・9ガーMゼ6・福・5嫌伽・麗7痂・・醐va・ψ・鯉α・勿・・”・一Gesell・chaft

32．0ごyzetea　sativae　Miyawaki1960

　　　　　Cypero－EchinochloetaliaoryzoidlsBo1δsetMasclans1955

　　　　　　　0ryzo－Echinochloion　oryzoidis　Bo16setMasclans1955

　　　　　　　　　Sagittaria　pygmaea－Monochoria　vaginalis－Ass．　Miyawaki
　　　　　　　　　　　1960

　　　　Auf　Grund　der　hier　beschriebenen　Pflanzengesellschaften　wurde　die　Karte　derτealen

Vegetation　der　Pr装fektur　Toyama　im　Geぬnde　gezelchnet．　Sie　wurde　auf　die　topographi．sche

Karte（MaBstab　1：50000）verkleinert，　die　in　4　Blatten　gedruckt　wurden（Karte　in　Sonder－

Umschlag）．

　　　　Die　Prafektur　Toyama　umgreift　die　Bucht　Toyama　lm∫apanischen　Meer．　Vonδer

S亀adt　Himi　im　Westen　bis　Hiroyashiki　im　Osten　begleiten　die　K藤ste　breite　allviale　Nieder・

ungen．　Im　S茸d－Osten　und　Saden　bilden　die　sogenannten　Japanischen　Nord－Alpe鍛mit　den

Bergen　Hakuba　（2，833　m），　Kashimayarigatake　（2，890　m），　Harinokidake　（2，821　m），

Tateyama（2β82　m），　Tsufugidake（2，998　m），　Mitumatarengedake（2，841　m），　Yakushidake

（2，920m）und　anderen　zwischen　2，000　bis銭ber　3，000　m　H6he，　die　bogenf6rmige　Grenze

zwischen　den　Prafekturen　Nagano　und　Nigata．　Weiter　nach　S廿d－Westen　reihen　slch　die

Berge　Mituga－Tuliyama，　Oizurugatake，　Iwoze且und　andere　auf　Meeresh6he登蔵ber　1，000　m

entlang　der　Grenze　der　Prafektur　Gifu　u漁d　Ishikawa　aneinander．　Die　zentralen　Teile　der

Pr装fektur　Toyama　werden　von　der　K積ste　ansteigend　von　H廿geln　und　Vorbergen　gebildet．

　　　　Die　Str6me　Sho，　Kurobe，　Joganzi，　Jinzu　und　weitere　8　ziemlich　groBe　Fl積sse　entsprin－

gen　de纂Gebirgskette且an　der　S廿d－Gre豆ze　und　schneiden　sich　in　die　H慧gel　und　Plateaus

der　mitteren　Pr装fektur　Toyama．　Alle　flieBen　in　die　Toyama－Bucht　des∫apanische捻

Meeres．　Diese　F1廿sse　bllden　Schuttf註cher　und　weite　alluviale　F1註chen，　d1e　seit　langer　Ze圭t

als　Reisfelder　und　Siedlungen　benutzt　wurden，　und　heute　die　groβea　und　mitteller　St琶dte

Toyama，　Takaoka，　Himi，　Uozu，　Namerikawa　und　andere　sowie　modeme　Industrie・Zentren

．tragen・

　　　　An　der　Meeresk葛ste　haben　sich　nur　sehr　wenige　na翻iche　Walder　erhal£en　k6舩e簸．1n
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n6rdlichen　Himi　wachsen　noch　Best溢nde　der　K茸sten－Strauchgesellschaften　und　niedrige

Walder　des　EuoRymo－Pittosporetum　tob1rae．　Nahe　vo豊Himi　uDd　Asahi．
Ichiburi，　aR　der．Prafektur　Grenze　zwischell　Niigata　und　Toyama，　blieben　kleine　Best勘de

des　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii，　undauf　de捻Alluviall－Fl琶chen　des

Polysticho－Machiletumthunbergii　alsTempel－W且1dererhalten．
　　　　Auf　H琶geln　und　h6heren　Lagen　im王nneren　der　Pr盗fektur　Toyama　wachsen　noch　imおαer．

grUneLaubwalderdes　Aucubo－Cyclobalanopsietum　stenophyllae．　Indeロ
Talernwachstg廿rtelartigdie　Hovenia　dulcis－Zelkova　serrata－Ass、皿it　do－

m玉nierenδer　Z8Z々。膿56r回診αund　die　N診oZ爵8α5θ7・266α一Z8Z々。ηα56ηu孟α一Gesellschaft．　Auf　den
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

FluB・Auen　kommen　Flutwiesen・Gesellschaften　wieMiscanthetum　sacchari壬lori，

Phτagmitetum　laponicae，　Scirpo　fluviatilis－Zizanietum　latifoli
ae，　die　I）ん7一α8フπ漉500脚”zz〃z∫5－Gesellschaft，　und　Weide無一Auengeh61ze　wie　das　S　a　l　i　c　e

tum　jessoensis，d量e∠4Z6∫π之批zブz‘た∂プゴ∬カz－5α〃劣56zoんαZ〃zθπ∫ゴ5－unddie5α〃¢82ゴ。ατ7プ）ζz噂

GeseUschaft　vor．　Auf　den　Alluvial－Niederungen，　deren　Entw琶sserung　ungUnstig　is£，　w装chst

hier　und　da　die　M詑g7zoZゴαん05z‘∫var．う。ノ・8αZゴ5・AZ7zz65ブ妙07z∫oα一Gesellschaft，

　　　　Die　K哉stendane葺一Gesellschaften　sind　durch　Uferbefestigungen　und　Deichbauten

meistens　verschwundelL　Nur　sparlich　kommen　noch　ei．nzelne　Bestande　des　C　a　l　y　s　t　e　g　i　o

soldanellae－Salsole£uln　komarov員，　Wedelio－Caricetum　kobomu－

gi，　Elymo　mollis－Zoysietum　machrostachyae，　Linario－Vitecetum
ro毛undifoliae，　Viteci　rotundifoliae－Juniperetum　 confertae　vor，

wo　die　K廿sten－D慧nen　noch　einigermaBenαhaltell　sind．

　　　　Auf　den　H茸geln　und　in　der　Montan－Stufe，　wo　sei£1angemαッμoη36プ如ブ砂。航α，

Cんα72τθ岬漉∫o伽5α，A傭ルητα，　P伽5467z∫即下gepflanzt　oder　Brenstoff－Wな1deττegel－

maBig　geschlagen　wurden，　dehnen　sich　heute　sekund註re　sommerg臨e　Waldgesellschaften

mit　Qz‘θ2・ω55θ2・2伽，　Qz‘επ麗∫77言。アzgoZゴ6αvar．召ア。∬ε5ε7フ磁aus．　Als　nat廿rllcher　Wald

w註chstdas　Hamamelo－Fagetumcrenatae　a“fdenR慧ckenoderentsprechenden
die　trocken　und　naherstoffarm　sind．　Auf　den　frischen　B6den　stabiler　Standorte　stockt

Standorte難，das　Aucubo－Fagetum　crenatae，und　aufdenausgehagertenR銭cken

oder　an　Felsnasen　kommt　das　Rhodoreto！rsugetum　nudiped圭s　vor．　In
Bergschluchten　findet　man　das　P　o　l　y　s　t　i　c　h　o－Pterocarye£um，　und　eine　α㎜z63

4α加4如2α一Gesellschaft，　und　d主e　Haぬge　der　Taler　bedecken　die　T∫ipetaleia　paRi

culata．Carpinus　japon玉ca－Ass．　und　die　To7ア受yα2zzκ蜘2u　var．7．η漉6α7～3－

Z4ん。τα56プπ～彪一Gesellschaft．

　　　　Die　Vegetation　der　subalpinen　Stufe　wurde　infolge　ihrer　klimatischen　und　pedologisc．

hen　Ungunst　lange　Zeit　auBer　einige捻Pflanzungen　vonゐα7耽♂〔桝oZ（脚5　undα砂’oηz8プ∫α

ブζψo航αnicht　stark　vom　Menschen　veranderL　Die　subalpine　Nadelwald－Stufe（im∫apanis－

chen　Sinne）wlrd　auf　der　Pazifischen　Meeres－Seite，　wo　im　Winter　weniger　Schnee　liegt．

Auf　den　Japanischen　Meere－Seite　aber　entwlckelt　sich　i漁der　gleichen　Stufe　wie量n　a且de－

ren　Gebirgesketten　das　Abietumveitchii－mariessiinur　schwach．　An　dessen　Stelle

wachse捻，　wo　im　Winter　bis　1～6　m　tiefer　Schnee　liegt　und　oft　Schneelawinen　n1edergehen，
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solnmergr廿ne　Strauch－und　niederwaldartige　Gesellschaftea　des　Alno－Betulion

ermanii・Verbaades．　Auf　Wind－Ecken　kommt　das　Menzieslo－Quercion　vor．

至mOberlaufderFIUsseb量ldendas　Populo－Toisusetum　urabanianaeund　die
Rゴゐ郡ブ41）o／zJα〃ノz－丁諮z，3z6　z〃・加ア～如2α一Gesellschaft　veτhaltn三smaβ三g　geschlossene　F1護chen．

　　　　Auf　besonders　haufig　von　SchaeelawineR　verschUttete捻Hまnge簸，　auf　denen　s呈ch　keine

W互lder　ausbllde曲onnten，　entwickeln　sich　die　zur　Bl廿tezeit　buntfarbige無Hochstauden－

FlurenderTrllho　riederianae－Ranunculetalia　aceris　laponicae。　Wo
der　Schnee　lange　liegen　bleibt　und　die　Dranierung　der　B6den　schlecht　ist，　wachsen

Moliniopsion　japoniae，　Moli掘opsio・Sphagnion，　Faurion　crista－
galli　und　andere　Moor－und　Sch無eeboden－Gesellschaften．

　　　　Auf　rutschigen　B6den　und　windexponlerten　Flachen　kommen　in　der　Montan－Stufe

unterbrochene　Wiesen　des　Cirsio－Campa捻uletum　hondoensisundderRo5α
α6ゴ伽Zα2・ガ∫var．ノzぢ勿。／z87z5乞5－Fπψ6アz4πZα7ππZ吻麗9α一Gesellschaft　vor．

　　　　Die　h6heren　Gebirgesketten　der　Prafektur　Toyama　liegen蔭ber　2500　bis　3000　m振．　M．

wie　andere　Hochgebirge　Japans　unter　strengen　Standortsbedingungen．

　　　　王雛dlesen　Lagen　k6nnen　sich　ke量ne　Walder　bllden．　Nur　wo　das　Substrat　genugend

stabilisiert　ist，　kann　sich　Krummholz・GebUsch　von　P癩‘5ρz‘痂伽entwickeln，　das　wir　zum

Vaccinio．Pinion　p　u　m　ilae－Verband　rechnen．　Dazwischen　kommen　versch三edene

alpine　Wlesen－Gesellschaften　als　Klein－Mosaik　vor，　dessen　Muster　durch　das　Mikro－Rellef

und－K11ma　und　die　Bodenbedingungen　bestim礁wird（vergL　Karte　der　reale豊Vegetation）．

　　　　Die　urspr廿ngliche　natUrliche　Vegetatioll　der　Pr註fektur　Toyama量st　von　der　planaren

bis　zur　unteren－Bergstufe　vielfach　durch　verschiedene　menschliche　Wirku籍gen　in　Ersatz－

gesellschaften　abgewalldelt　worden．　　Nur　auf　dell　AlluviaLFlachen，　die　melstens　als

Reisfelder　geRutzt　wurd奄n，　haben　sich　naturnahe　Bauernhof－und　Windschutzwなlder　erhalten，

um　vor　dem　kalten　Winter－Monsun，　der　von　Siberien廿ber　das　Japanisches　Meer　streicht，

zu　sch廿tzen．　In　diesen　Wiedschutzwま1dern　dominieren　Cア甥。郷8ノ・♂αブζψo沈αund　Z謙。ηα

∫87フη如．

　　　　至nder　Mo獄tan－Stufe　werden　infolge　sogenamter　moderner　Forstwirtschaft　die　Wir－

kungen　der　menschhche且Ei簸f1廿Be　immer　gr68er．　Neuerdings　w盗chst　auchδie　Gefahr

der　Vem圭chtung　der　alp玉nen－und　subalpiRen　Vegetat三〇n　sowie　der　L鋤dschaftshar難。難ie

durch　den　zunehmenden　DrUck毛。琶ristischer　Anlagell　und　VerkehrsEinrichtungen　und　die

Masse　der　Besucher．

　　　　Der　AnlaB　f廿r　unsere　vegetat量。且skundlichen　Ge1註nde－Arbeiten　undδie　Herstellung

einer　Klarte　der　realen　Vegetation　F1琶che　ist　der　ernste　Wunsch，　daB　alle　1，500000　EIR－

wohner　der　Pr装fektur　Toyama　mit　der　Natur　zusammenlel）en　und　auf　die　Dauer　gesundeτe

Lebensbedingungen　finde捻k6nnen．

　　　　F貢rdie　Zukunft　schlagen　wir，　um　gr6Bere　Fehler　beim　rationellen　Schutz　und　der

Begr慧ndu登g　von　Heimatwaldern　und　bei　der　Schaffung　einer　standortsgemaBen　gr廿nen

Umwelt　zu　vermeiden，　als　Grund－Denkweise　allen　Menschen　folgende　5　Punkte　vor．：

　　　　（1）　Bewu8tsein：Ver勘deτung　des　BewuBtse漁s　von　Konfro蒐tat三〇n　z職r　Koexistenz，　die
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nlcht　nur　zwishen　den　Measchen　sondem　auch　zwischen　ihnen　u難d　allen　Lebewesen　wie

Tieren，　Pflanzen　und　Microorganismen．　gelten　muB，　soweit　der　Mensch　zusammen　seine

　　　　　　　　　　　　　　　　　む　の
Bioz6nose　un（l　sein　Okosystem　weiter　im　Gleichgewicht　erhalten　und　damit　weiter　bestehen

wird．

　　　　（2）Objekt：Alle　Pl溢ne，　Arbeiten　und　Verwaltungs－MaBnahmen　sollea　der　Mannigfaltig－

keit　und　Vielseitigkeit　der　Natur　entsprechen　und　darauf　R菰cksicht　nehmen．

　　　（3）Arbeitsweise：Zuerst　an　Ort　und　Stelle　gehen　und　gut　beobachte捻，　z註hlen，　danR

erst　messen．　Zum　SchluB　syn出et圭sch　denk：en，　auch　unter　Ber蔭cksichtigung　von　Faktoren，

die　wir　zur　Ze1t鍛och　nicht　z琶hlen　oder　messen　k6nnen．

　　　（4）Politische　Grundidee：F蓑r　alle　Planu難gen　und　Anordnungen　zur　ErschlieBung

des　Landes　wie　Stadt一，　neue　Industrie一，　Verkehr－und　andere　Anlagen　sollen　nicht　nur，

wie　frUher，　die　gesetzliche　u蔦d　6konomische　Auffassung　sondern　die　b量oz6notischen　und

6kologischen　Naturgesetze，　die　seit丘ber　3　M乱11iarden　Jahren　aiem31s　scheitertea　und　mit

der　Zeit　sich　immer　mannigfaltiger　entwickelten，　maBgebend　sein．

　　　（5）Planung　und　Durchf廿hrung　der　Prafektur－Pol量tik　und－Verwaltung：In　der　Praxis

soll　die　Karte　der　realen　Vegetation　und　ihre　Erl益uterungen　in　der　Prafektur　Toyama　als

diag登ostische　Kaτte　f越r　den　Zustand　der　Lebensgemeinschaftea　zu　Grunde　gelegt　werden．

Vegetation　mit　h6herem　Nat廿rlichkeitsgrad　und　die　Vegetation　auf　Bergr茸cke11，　an　steilen

H銭ngen，　an　Gew護sser－Ufem　und　andere　gegen　menschliche　EiRwirk：ungeR　empfindliche

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の
u難dschwache　Vegetatioa（im　Sinne　von　R　TUXEN）somn　m6glichst　natumaher　Weise

erhalten　werden．　Bei　Eatw玉cklung　neuer　Stadte，　neuer王ndustrie一，　Wohn一，　Verkehrs一，　Schul一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　ロund　anderen　Gemeinde－Anlagen　soll　die　Vegetatio無als“lebendiger　Baustoff”（nach　TUXEN）

verwendet　werden，　um　eine　fUr　die　dauerhafte£xistenz　des　Menschen　bUrgende　Umwelt

zu　schaffen　und　zu　erhalten．

　　　Im　einzelne難dient　die　Karte　der　realen　Vegetatio豊in　den　verschiedenen　Gebieten　und

ihrer　Vegetation　als　Grundlage　fUr　die　Erhaltung　der　natUrlichen　Pflanzengesellschafte澄

und　f廿r　ihren　Schutz　sowie　f藤r　die　Pflege　alter　traditionaler　u登d　zugleich　f蓑r　die　Begr廿R－

dung　reiner　Heimatwalder　f銭r　die　Bev61kerung　sowohl　in　den　Stadten　als　auch　i籍der

Umgebung　der王ndustrie－und　anderer　k面stlichen　Anlagen．　H1erzu　werden　konkrete

vegetationskundliche　uad　6kologische　Vorschl首ge　gemacht（vgl．　P．245－258）．
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